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このドキュメントの使用法

このセクションでは、製品情報、ドキュメントとフィードバック、およびドキュメ
ントの変更履歴を示します。

■ 7ページの「ドキュメントとフィードバック」
■ 7ページの「このドキュメントについて」
■ 8ページの「変更履歴」

ドキュメントとフィードバック
Oracle Hardware Management Packの関連ドキュメントには次のようなものがありま
す。

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Oracle Hardware Management Pack http://www.oracle.com/goto/OHMP/docs

Oracle ILOM http://www.oracle.com/goto/ILOM/docs

このドキュメントについてのフィードバックは次からお寄せください。

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

このドキュメントについて
このドキュメントは PDFとHTMLの両方で入手可能であり、ソフトウェア
バージョン 2.2.xに関するものです。ソフトウェアバージョンの間で相違がある場合
は、それらの相違が言及されています。トピックに基づく形式 (オンラインヘルプと
同様)で情報が表示されるため、章、付録、およびセクション番号は含まれません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDFを取得するには、ページの左上にある PDFボタンをクリックしま
す。
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変更履歴
ドキュメントには次の変更が加えられています。

■ 2010年 9月、初版発行。
■ 2011年 7月、ドキュメントURLを改訂。
■ 2011年 9月、ソフトウェアバージョン 2.2に合わせて改訂。変更には、hwmgmtcli
および zoningcliのセクションの追加、raidconfig、ilomconfig、および fwupdateの
機能の更新が含まれます。

■ 2011年 11月、Oracle Solaris OS 11に関連する情報を統合するために更新しまし
た。不足していた ilomconfigのコマンドの説明を追加し、さまざまなCRに関する
情報を更新しました。

■ 2012年 3月、fwupdate、ilomconfig、raidconfigの機能を改訂。新しいツール
ubiosconfigを追加。

■ 2012年 4月、ubiosconfigセクションの問題を修正し、raidconfig restore configサブ
コマンドと clear configサブコマンドに関する情報を改訂しました。

■ 2013年 2月、ソフトウェアバージョン 2.2.5に合わせて更新しました。
■ 2013年 4月、ソフトウェア 2.2.6に合わせて更新しました。
■ 2013年 7月、ソフトウェア 2.2.7に合わせて更新しました。

変更履歴
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Oracle Server CLIツールの概要

Oracle Server CLIツールは、Oracle Hardware Management Packに含まれていま
す。Hardware Management Packは、サーバーハードウェアの構成および管理に必要
な、オペレーティングシステム (OS)のネイティブツールおよびエージェントを配布
するためのメカニズムです。

Hardware Management Packのダウンロードパッケージには、Oracle Hardware
Management Packのインストーラが含まれています。これは、Hardware Management
Packコンポーネントのクロスプラットフォームインストーラです。Hardware
Management Packコンポーネントのインストールの詳細については、『Oracle
Hardware Management Packインストールガイド』を参照してください。

Oracle Server CLIツールは次のソフトウェアで構成されます。

ツール 説明 リンク

biosconfig サーバーの BIOS CMOS設定およびホストのブート順序
を構成できます。

15ページの「biosconfig

ツールの使用」

ubiosconfig サーバーのUEFI BIOS設定をXMLファイルにイン
ポートおよびエクスポートできます。

43ページの「ubiosconfig

ツールの使用」

fwupdate Oracleサーバーデバイスに対応したファームウェアを
更新、照会、および検証できます。

49ページの「fwupdate

ツールの使用」

raidconfig RAIDボリュームを構成できます。 69ページの「raidconfig

ツールの使用」

ilomconfig Oracle ILOM構成を操作できます。 93ページの「ilomconfig

ツールの使用」

hwmgmtcli Oracle ILOMサービスプロセッサから情報を取得できま
す。

113ページの「hwmgmtcli

ツールの使用」

zoningcli Oracle Solaris OSを実行しているOracle SPARC T3-1
サーバー用のツールです。16ディスクバックプレーン
(SAS-2エクスパンダ)が 2つのゾーンに分かれているシ
ステムを構成できます。

119ページの「zoningcli

ツールの使用」
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Hardware Management Packの機能については、『Oracle Hardware Management Packイ
ンストールガイド』および『Oracle Server Management Agentsユーザーズガイド』を
参照してください。

CLIツールに関する最新の問題および情報については、『Oracle Hardware
Management Pack 2.2.xリリースノート』を参照してください。

関連項目:

■ 11ページの「CLIツールのコマンド構文および表記規則」

Oracle Server CLIツールの概要
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CLIツールのコマンド構文および表記規
則

このセクションでは、すべてのCLIツールで使用される共通の構文について説明し
ます。

■ 11ページの「CLIツールのコマンド構文」
■ 13ページの「CLIツールのデバイス命名規則」

CLIツールのコマンド構文
ほとんどのCLIツールコマンドは、次に示す 2つのコマンド構文形式のいずれかに
従っています。

■ command [option]
■ command subcommand target [option]

注 – biosconfigツールでは、上記の構文を使用しません。詳細は、15ページ
の「biosconfigツールの使用」を参照してください。

次の表に、コマンドのフィールドを示します。

コマンドの
フィールド 説明 例

command 実行するアクションです。使用しているCLI
ツールを識別します。小文字のみで構成され
ます。

biosconfig、fwupdate、raidconfig、
ilomconfig

subcommand commandで実行するタスクをより詳細に定義
します。

動詞として使用されるのが一般的です。

小文字と、ハイフンまたはアンダースコアで
構成されます。

--versionまたは --helpオプションをコマンド
の直後に指定する場合、サブコマンドは不要
です。

list、update、reset、
expander-boot-record
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コマンドの
フィールド 説明 例

target サブコマンドによる操作の対象となるオブ
ジェクトまたはターゲットを示します。アプ
リケーションに固有です。

all、disk、expander、bridge、
controller、user、snmp-community

option コマンドまたはサブコマンドを修飾し、コマ
ンドまたはサブコマンドに応じて、オプ
ションまたは必須の場合があります。

同じ機能を持つロングオプションとショート
オプションが用意されており、オプションを
使用しやすくなっています。

ショートオプションは、1つのハイフンで始ま
り、その後ろに 1文字が続きます。

ロングオプションは、2つのハイフンで始ま
り、その後ろに 1つの文字列が続きます。

-nまたは --device_name

-fまたは --filename

-rまたは --reset

次のオプションは、すべてのCLIツールコマンドに適用されます。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-? --help ヘルプ -ヘルプ情報を表示します。

-V --version バージョン -ツールバージョンを表示します。

-q --quiet 非表示 -情報メッセージを出力しないようにし、エラーコードだけを返
します。

-y --yes はい -操作を確定します。実行時に、操作を確認するためのプロンプト
をユーザーに表示しません。

コマンドオプションとそれに対応する値またはデバイス名を使用する場合、次の例
に示すように、等号 (=)または空白を使用できます。

■ コマンドでスペースを使用する場合:

raidconfig create raid -c c2 --raid-level 1 --number-disks 2

■ コマンドで等号 (=)を使用する場合:

raidconfig create raid -c=c2 --raid-level=1 --number-disks=2

関連項目:

■ 13ページの「CLIツールのデバイス命名規則」

CLIツールのコマンド構文
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CLIツールのデバイス命名規則
CLIツールコマンドでは、わかりやすい完全修飾のデバイス名が使用されます。単一
の文字を組み合わせることにより、デバイスを構成するすべてのノードが表されま
す。各文字が示す内容は、次のとおりです。

文字 説明

c コントローラ -論理的な一意の IDを使用します。

r RAIDボリューム (論理ディスク) -ボリュームまたはディスクの論理的な ID名。

d ディスク -物理ディスクの論理的な ID名。

x エクスパンダ -エクスパンダの論理的な一意の ID名。

j シャーシ -シャーシの論理的な一意の ID名。

デバイスを表すために使用するすべての整数は、0から始まります。ディスクは、初
期化時にツールによって割り当てられた論理的な ID名で表されます。これらの
ディスクがエクスパンダおよびスロット IDでソートされ、一意の数値識別子が作成
されます。

デバイス名の例を次に示します。

■ c1 —コントローラ 1
■ c1d2 —コントローラ 1上にある、論理 IDが 2のディスク
■ c2r1 —コントローラ 2上にあるRAID 1

複数のデバイスは、コンマで区切ってまとめて指定できます (例: dev1,dev2,dev3)。

3つのディスクを含むRAIDボリュームを作成する場合の RAIDconfigの例を次に示し
ます。

./raidconfig create --disks c1d2,c1d4,c1d5 --level 1

ディスク命名スキームの実装を次に示します。

ID Brand Model Chassis Slot Type Media Size (GB) Firmware

Revision

-------------------------------------------------------------------------------------

c1d0 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 0 sas HDD 73 0791

c1d1 SEAGATE ST35000N 0 1 sata HDD 500 3AZQ

c1d2 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 2 sas HDD 73 0B92

c1d3 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 3 sas HDD 73 0B92

c1d4 SEAGATE ST35000N 0 4 sata HDD 500 3AZQ

c1d5 SEAGATE ST35000N 0 5 sata HDD 500 3AZQ

c1d6 SEAGATE ST35000N 0 6 sata HDD 500 3AZQ

c1d7 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 7 sas HDD 73 0B92

c1d8 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 8 sas HDD 73 0B92

CLIツールのデバイス命名規則
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c1d9 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 9 sas HDD 73 0B92

c1d10 SEAGATE ST35000N 0 10 sata HDD 500 3AZQ

c1d11 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 11 sas HDD 73 0B92

c1d12 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 12 sas HDD 73 0B92

c1d13 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 13 sas HDD 73 0B92

c1d14 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 14 sas HDD 73 0B92

c1d15 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 15 sas HDD 73 0B92

c1d16 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 16 sas HDD 73 0B92

c1d17 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 17 sas HDD 73 0B92

c1d18 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 18 sas HDD 73 0B92

c1d19 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 19 sas HDD 73 0B92

c1d20 SEAGATE ST35000N 0 20 sata HDD 500 3AZQ

c1d21 SEAGATE ST35000N 0 21 sata HDD 500 3AZQ

c1d22 SEAGATE ST35000N 0 22 sata HDD 500 3AZQ

c1d23 SEAGATE ST35000N 0 23 sata HDD 500 3AZQ

c1d24 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 0 sas HDD 73 0791

c1d25 SEAGATE ST35000N 1 1 sata HDD 500 3AZQ

c1d26 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 3 sas HDD 73 0791

c1d27 SEAGATE ST35000N 1 4 sata HDD 500 3AZQ

c1d28 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 5 sas HDD 73 0791

c1d29 SEAGATE ST35000N 1 6 sata HDD 500 3AZQ

c1d30 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 7 sas HDD 73 0791

c1d31 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 8 sas HDD 73 0791

c1d32 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 9 sas HDD 73 0791

c1d33 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 10 sas HDD 73 0791

c1d34 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 11 sas HDD 73 0791

c1d35 SEAGATE ST35000N 1 12 sata HDD 500 3AZQ

c1d36 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 13 sas HDD 73 0791

c1d37 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 14 sas HDD 73 0791

c1d38 SEAGATE ST35000N 1 15 sata HDD 500 3AZQ

c1d39 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 16 sas HDD 73 0791

c1d40 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 17 sas HDD 73 0791

c1d41 SEAGATE ST35000N 1 18 sata HDD 500 3AZQ

c1d42 SEAGATE ST35000N 1 19 sata HDD 500 3AZQ

c1d43 SEAGATE ST35000N 1 20 sata HDD 500 3AZQ

c1d44 SEAGATE ST35000N 1 21 sata HDD 500 3AZQ

c1d45 SEAGATE ST35000N 1 22 sata HDD 500 3AZQ

c1d46 SEAGATE ST35000N 1 23 sata HDD 500 3AZQ

関連項目:

■ 11ページの「CLIツールのコマンド構文」

CLIツールのデバイス命名規則
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biosconfigツールの使用

biosconfigは、サーバーのOS上で実行され、BIOS CMOS設定、ホストのブート順
序、および一部のサービスプロセッサ設定を構成するアプリケーションです。

注 – biosconfigツールは、サポートされているOracle x86サーバーで使用できま
す。UEFI BIOSがサポートされているサーバーでは ubiosconfigツールを使用する必
要があります。43ページの「ubiosconfigツールの使用」を参照してください。

ツールおよびツールがサポートされているシステムのリストについては、次を参照
してください。

http://www.oracle.com/goto/system-management

biosconfigを使用すると、BIOS構成をOSのコマンド行から操作できるようになり
ます。構成ファイルとコマンド行インタフェースには、Oracle Solaris、Windows、お
よび LinuxベースのOSバージョンの biosconfigとの互換性があります。

このセクションでは、次の情報について説明します。

■ 15ページの「biosconfigの概要」
■ 20ページの「Oracle Solaris OS用の biosconfig」
■ 20ページの「Windowsの biosconfig」
■ 28ページの「biosconfigコマンドのオプションおよびバージョン情報の表示」
■ 30ページの「デバイスのブート順序の構成」
■ 34ページの「BIOS CMOSの構成」
■ 40ページの「関連のない無害の追加出力を生成するコマンド」

biosconfigの概要
このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 16ページの「biosconfigの要件」
■ 16ページの「biosconfigの用語集」
■ 17ページの「biosconfigで使用されるデバイスの用語集」
■ 18ページの「XMLファイルの編集」
■ 18ページの「biosconfigコマンドの概要」
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biosconfigの要件
■ biosconfigは、読み取りと書き込みが保護された物理アドレス空間にあるドライ
バを使用する必要があるため、root (Linux、Oracle Solaris OS)または管理者
(Windows)として実行する必要があります。

■ biosconfigを実行する前に、ほかのすべてのアプリケーションを終了してシステ
ムを休止してください。

■ Linuxバージョンの biosconfigも、/dev/nvramへのアクセスに依存してCMOSへ
の直列化されたアクセスを保証します。

Red Hat Enterprise Linux 4ディストリビューションには、このデバイスがデフォル
トで含まれていません。Red Hat Enterprise Linux 5および SUSE Linux Enterprise
Serverディストリビューションには、デバイスがデフォルトで含まれています。

/dev/nvramを使用するには、ドライバをカーネルにコンパイルする (またはモ
ジュールとしてロードする)必要があり、/dev/nvramが作成されている必要があ
ります (rootユーザーは mknod /dev/nvram c 10 144を使用してこれを作成できま
す)。

■ Windowsシステムで biosconfigを実行するには、Sun System Managementドライ
バが必要です。Windowsの biosconfigの詳細については、20ページ
の「Windowsの biosconfig」を参照してください。

。

関連項目:

■ 16ページの「biosconfigの用語集」
■ 18ページの「biosconfigコマンドの概要」

biosconfigの用語集

用語 定義

BIOS これは、コンピュータのハードウェアを初期化してからオペ
レーティングシステムをブートするソフトウェアです。

CMOS このコンテキストでは、システムの電源切断時に BIOS構成が保存
される 128または 256バイトのバッテリーバックアップ型のRAM
です。

IPMI サーバーの管理に使用される標準インタフェースです。詳細
は、http://www.intel.com/design/servers/ipmiを参照してくださ
い。

biosconfigの要件
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用語 定義

ipmitool システムの管理に使用されるオープンソースのツールで
す。ipmitoolは、各Oracleサーバーのソフトウェアダウンロード
とともに提供されます。ドキュメントは http://

ipmitool.sourceforge.net/manpage.htmlで検索できます。

NVRAM このコンテキストでは、BIOSのブート情報を保持する BIOS ROM
の一部です。

関連項目:

■ 16ページの「biosconfigの用語集」
■ 16ページの「biosconfigの要件」
■ 18ページの「biosconfigコマンドの概要」

biosconfigで使用されるデバイスの用語集
次の注では、biosconfigでデバイスを記述する方法について説明します。

■ フロッピーとは、BIOSがリムーバブルデバイスと見なすすべてのものを指しま
す。

たとえば、USBフラッシュドライブが該当することもあります。
■ 512Mバイトを上回るUSBフラッシュドライブは、ディスクと見なされます。
■ USB/CD-ROMは、リムーバブルデバイスではなくCDとして分類されます。
■ PXEはブート可能なネットワークデバイスです。
たとえば、Ethernetコントローラや、拡張ROMでブートをサポートする
InfiniBandインタフェースです。

関連項目:

■ 30ページの「デバイスのブート順序の構成」

デバイス名の例
この章のXMLファイル出力では、次の表に示すデバイス名の例が使用されます。

出力テキスト ハードウェアの説明

SATA:3M-MRVLRD 200254-01SUN24G 0801 フラッシュmini-DIMM SATA (ディスク形式)

USB:Port1:Memorex DVD+-RAM 510L USB DVDドライブ (CD形式)

USB:Port0:SanDisk Cruzer Contour 1GB USBフラッシュドライブ (ディスク形式)

IB:Slot2.F0:PXE:MLNX HCA IB 1.9.972 InfiniBand PXE (ネットワーク形式)

biosconfigで使用されるデバイスの用語集
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出力テキスト ハードウェアの説明

PXE:IBA GE Slot 00C8 v1324 オンボードのギガビット Ethernet NIC (ネットワークインタ
フェース)

XMLファイルの編集
biosconfigを使用すると、共通するXML構成ファイルを使用して同様の複数の
サーバーにわたる設定を構成できます。ただし、変更中の構成に両方のシステムに
存在しない周辺装置またはコンポーネントが含まれている場合は、XMLファイルを
カスタマイズする必要があります。

biosconfigコマンドを使用すると、現在の構成設定を取得したり、構成設定を設定
したりできます。構成の設定の取得に使用する場合、biosconfigは構成を表示する
XML出力を生成します。構成の設定に使用する場合、biosconfigは構成の設定を記
載したXML入力を読み取ります。

注意 –通常のBIOS設定メニューに表示されないBIOS設定を biosconfigを使用して変
更しないでください。

biosconfigを使用するには、XMLファイルを編集するための実用的な知識が必要で
す。BIOSの編集プロセスには、biosconfigを使用した次のタスクが含まれていま
す。

1. biosconfig -getコマンドを実行します。

-getオプションを使用してXMLファイル名が指定されている場合は、BIOS構成
がXMLファイルに保存されます。XMLファイルが指定されていない場合は、出
力が端末に書き込まれます。

2. XMLファイルを確認し、必要に応じて変更します。
XMLファイルは、viのような好みのエディタで変更できます。

3. biosconfig -set filename.xml を実行して、変更を実装します。
同じXMLファイルを使用すると、複数のシステムを変更できます。

biosconfigコマンドの概要
次の表には、使用可能な biosconfigオプションとその説明を示します。

コマンド 説明

-get_version このツールのバージョンを取得します。

XMLファイルの編集
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コマンド 説明

-get_boot_order ブートデバイスのリストを取得します。

-set_boot_order ブートデバイスのリストを設定します。

-set_boot_override 次回ブートする最初のブートデバイスを設定
します。

-get_bios_settings BIOSから設定構成を取得します。

-set_bios_settings BIOS ROMに設定構成を取得します。

-get_CMOS_dump BIOSから 256バイトのCMOS設定データを取
得します。

-set_CMOS_dump BIOSに 256バイトのCMOS設定データを設定
します。

次の表は、-getおよび -setコマンドオプションで入力および出力が影響を受ける例
を示しています。

コマンド 説明

# biosconfig -get_version 画面に出力します。

# biosconfig -get_version file.xml file.xmlに出力します。

# biosconfig -get_version> file.xml file.xmlに出力します。

# biosconfig -get_version | some-command 出力を別のコマンドにパイプします。

# biosconfig -set_bios_settings 標準入力から入力を取得します。

# biosconfig -set_bios_settings file.xml 入力を file.xmlから取得します。

# biosconfig -set_bios_settings < file.xml 入力を file.xmlから取得します。

コマンドが失敗すると、129ページの「biosconfigのエラーコード」に記載されてい
る障害コードのいずれかが返されます。

注 –この章の出力例に見られるインデントのようなXML要素外のすべての空白はオ
プションです。例については、32ページの「ブート順序を永続的に変更する方
法」の出力を参照してください。

関連項目:
■ 16ページの「biosconfigの要件」
■ 129ページの「biosconfigのエラーコード」

biosconfigコマンドの概要
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Oracle Solaris OS用の biosconfig

Oracle Solaris OS用の BIOS構成ツール (biosconfig)は、ホストシステムで実行し、ホ
ストの BIOS CMOS設定、ホストのブート順序、および一部のサービスプロセッサの
設定を構成するユーティリティーです。

Oracle Solaris OSの biosconfigは、Oracle Solaris OSの biosdrvドライバと biosconfig

アプリケーションで構成されています。

Windowsの biosconfig

Windows用の biosconfigバージョン 2.2.1以降では、biosconfig.exeが自身のインス
トールディレクトリでのみ実行されるため、下位レベルの管理ドライバにアクセス
できます。Sun System Managementドライバは、Hardware Management Packダウン
ロードに含まれています。

Windows Server 2008 SP2 64ビットシステムまたはWindows Server 2008 R2システムで
biosconfigを実行するには、Sun System Managementドライバが必要です。Windows
2008 32ビットにはこのドライバは不要です。

ほかのCLIツールには、Sun System Managementドライバは必要ありませ
ん。biosconfigを使用する予定がない場合は、システムリソースを解放するために
ドライバをアンインストールします。biosconfigがインストールされていない場合
は、ドライバを手動でアンインストールする必要があります。

注 –システムによっては、Sun System Managementドライバを使用している場合
に、biosconfigで一部の操作を完了するために数分を要することがあります。

このセクションでは、次の手順について説明します。

■ 21ページの「biosconfigの Sun System ManagementドライバをWindows 2008 R2
およびWindows 2008 64ビットにインストールする方法」

■ 26ページの「biosconfigの Sun System ManagementドライバをWindows 2008 R2
およびWindows 2008 64ビットからアンインストールする方法」

Oracle Solaris OS用の biosconfig
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▼ biosconfigの Sun System Managementドライバを
Windows 2008 R2およびWindows 2008 64ビットに
インストールする方法

管理者端末ウィンドウ (cmd.exe)で、ハードウェアウィザードの実行可能ファイル
hdwiz.exeを実行します。

開始画面の表示内容を読み、「Next」をクリックします。

1

2

Windowsの biosconfig
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ハードウェアデバイスを手動でインストールする場合は、「Install the hardware that I
manually select from a list」を選択します。

「Have Disk」をクリックします。

3

4

Windowsの biosconfig
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ドライバを選択します。Sun System Managementドライバには 2つの共通パスがあり
ます。

■ Hardware Management Packを展開したパスに移動します。

■ SOFTWARE/driversディレクトリを開き、適切なアーキテクチャー (32ビットまた
は 64ビット)に移動し、「OK」をクリックします。

■ biosconfigをインストールしたパスに移動します。

ドライバの場所は、使用しているOracle HMPのバージョンによって異なりま
す。

■ バージョン 2.2.7以降:ドライバは 2008_x64ディレクトリにあります。
■ バージョン 2.2.6以前: Windows Server 2008 R2 64ビットの場合は 2008_R2_x64

ディレクトリ、Windows Server 2008 SP2 64ビットの場合は 2008_SP2_x64ディレ
クトリです。

例:

5

Windowsの biosconfig
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「Sun System Manager Device Driver」を選択し、「Next」をクリックします。

「Next」をクリックしてインストールを開始します。

6

7

Windowsの biosconfig
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インストールが完了したら、「Finish」をクリックします。

18ページの「biosconfigコマンドの概要」

8

次の手順

Windowsの biosconfig
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▼ biosconfigの Sun System Managementドライバを
Windows 2008 R2およびWindows 2008 64ビットか
らアンインストールする方法

Windowsの「コントロールパネル」を開き、「ハードウェア」を選択します。

「ハードウェア」ウィンドウで、「デバイスマネージャ」を選択します。

1

2

Windowsの biosconfig
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「Sun System Management Device Driver」を右クリックし、「アンインストール」を選
択します。

「このデバイスのドライバソフトウェアを削除する」にチェックマークを付
け、「OK」をクリックします。

ドライバがシステムから削除されます。

3

4

Windowsの biosconfig
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biosconfigコマンドのオプションおよびバージョン情報
の表示

このセクションでは、次の手順について説明します。

■ 28ページの「biosconfigコマンドオプションの表示方法」
■ 28ページの「biosconfigバージョン情報の表示方法」

▼ biosconfigコマンドオプションの表示方法
ヘルプ出力を表示するには、biosconfigコマンドを引数なしで入力します。

例:
# biosconfig

Copyright (C) SUN Microsystems 2009.

BIOSconfig Utility Version 2.2.5

Build Date: Jan 11 2010

Build Time: 01:22:05

BIOSconfig Specification Version 2.4

Usage: biosconfig [-v] option [filename]

Example: biosconfig -get_version output.xml

[-v] Verbose on. Only valid if a xml input/output filename is provided

[Filename] Name of the XML output (or input) file for get (or set)

command (optional).

get commands will output to the console if the filename

is not provided

set commands will get input from the console if the filename

is not provided

Available options (Required):

-get_version Get version of this tool

-get_boot_order Get the BOOT Devices list

-set_boot_order Set the BOOT Devices list

-get_bios_settings Get setup configuration from BIOS

-set_bios_settings Set setup configuration to BIOS ROM

-get_CMOS_dump Get 256 bytes CMOS setup data from BIOS

-set_CMOS_dump Set 256 bytes of CMOS setup data to BIOS

■ 28ページの「biosconfigバージョン情報の表示方法」

▼ biosconfigバージョン情報の表示方法
バージョン情報を表示するには、次のコマンドを入力します。

biosconfig -get_version filename.xml

●

参照

1

biosconfigコマンドのオプションおよびバージョン情報の表示
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例:
# biosconfig -get_version ver.xml

Copyright (C) SUN Microsystems 2009.

BIOSconfig Utility Version 2.1

Build Date: Jul 16 2009

Build Time: 15:55:12

BIOSconfig Specification Version 2.4

Success

作成されたfilename.xmlファイルを表示します。
次の例は、.xmlファイルのバージョン情報を示しています。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<BIOSCONFIG>

<BIOSCONFIG_VERSION>2.1</BIOSCONFIG_VERSION>

<SPEC_VERSION>2.4</SPEC_VERSION>

<SP_NETWORK_CONFIG>

<DISCOVERY></DISCOVERY>

<IP></IP>

<NETMASK></NETMASK>

<GATEWAY></GATEWAY>

</SP_NETWORK_CONFIG>

<PASSWORD_CONFIG>

<PASSWORD></PASSWORD>

</PASSWORD_CONFIG>

<BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<HELP_STRING>FIRST=Choose one of: pxe, cdrom, disk,

floppy, bios, none</HELP_STRING>

<FIRST></FIRST>

<HELP_STRING>CLEAR_CMOS=Choose Yes, No or leave it

empty, em.....</HELP_STRING>

<CLEAR_CMOS></CLEAR_CMOS>

</BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<B0>

<DEVICE_NAME></DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F></PCI-B-D-F>

</B0>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

</BIOSCONFIG>

■ 28ページの「biosconfigコマンドオプションの表示方法」

2

参照

biosconfigコマンドのオプションおよびバージョン情報の表示
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デバイスのブート順序の構成
BIOSの電源投入時自己診断 (Power-On Self-Test、POST)中に、BIOSはハードウェア
をスキャンしてブート可能デバイスのリストを蓄積します。そのリストがカテゴリ
に分類され、ブートリストとして提示されます。ブートリストには、ブートを試行
するブート可能デバイスの順序が示されています。

biosconfigを使用すると、次のリブート時に最初にブートするデバイスを構成した
り、全体的なブート順序を構成したりできます。biosconfigは、NVRAM内に BIOS
で格納されているブート関連のテーブルを読み取り、ブート順序が格納されている
CMOSのコンテンツ操作することで、これを実現します。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 30ページの「ブートリストを変更する方法」
■ 31ページの「次回ブート時の最初のブートデバイスを設定する方法」
■ 32ページの「ブート順序を永続的に変更する方法」
■ 33ページの「ブート順序を PCIバス、デバイス、または関数に基づいて変更する
方法」

ブートリストを変更する方法
ブートリストは次のいずれかの方法で変更できます。

■ BIOS設定ユーティリティーで順序を変更します。
■ POST中に互換性のある BIOSに SPが提供する IPMIブートフラグを使用して、カ
テゴリの順序を変更します。カテゴリのデフォルトの優先順位
は、CD/DVD、ディスク、リムーバブルデバイス、ネットワークの順になってい
ます。124ページの「ipmitoolを使用したブート順序の構成」を参照してくださ
い。

■ biosconfigを使用して、ブート順序を変更します。これは、BIOS ROM専用の
パーツであるNVRAMに格納されたCMOSと BIOSのブートブロック構造の内容
を操作します。

この章には、biosconfigを使用してブート順序を変更する手順が記載されていま
す。

注 –このブートリストは、ディスクドライブ、USBデバイス、PCIeカードなどの
デバイスの取り付け時および取り外し時に動的に変更されます。また、ブートリ
ストは javaConsoleフロッピーおよびCDリダイレクションの開始時および停止時
にも変更されます。

関連項目:

デバイスのブート順序の構成
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■ 17ページの「biosconfigで使用されるデバイスの用語集」

▼ 次回ブート時の最初のブートデバイスを設定する
方法
この手順では、次回のみブートする最初のブートデバイスを設定する方法を示しま
す。連続ブート用にブートデバイスを変更する際は、32ページの「ブート順序を永
続的に変更する方法」を参照してください。

-set_boot_overrideコマンドを使用して、最初のブートデバイスを次回ブート時に
のみ PXEサーバーとして指定する例を次に示します。

次のコマンドを使用して、システムの現在のブート順序を含むXMLファイルを作成
します。
biosconfig -get_boot_order filename.xml

最初にブートするデバイスが<FIRST>タグの間にくるように、XMLテキストを編集し
ます。
生成されるXMLファイルの例を次に示します。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<BIOSCONFIG>

<BIOSCONFIG_VERSION>2.1</BIOSCONFIG_VERSION>

<SPEC_VERSION>2.4</SPEC_VERSION>

<SP_NETWORK_CONFIG>

<DISCOVERY></DISCOVERY>

<IP></IP>

<NETMASK></NETMASK>

<GATEWAY></GATEWAY>

</SP_NETWORK_CONFIG>

<PASSWORD_CONFIG>

<PASSWORD></PASSWORD>

</PASSWORD_CONFIG>

<BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<HELP_STRING>FIRST=Choose one of: pxe, cdrom, disk,

floppy, bios, none</HELP_STRING>

<FIRST>pxe</FIRST>

<HELP_STRING>CLEAR_CMOS=Choose Yes, No or leave it

empty, .....</HELP_STRING>

<CLEAR_CMOS></CLEAR_CMOS>

</BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<Boot_Device_01>

<DEVICE_NAME>USB:Port1:Memorex DVD+-RAM 510L v1</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_01>

<Boot_Device_02>

<DEVICE_NAME>SATA:3M-MRVLRD 200254-01SUN24G 0801</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_02>

<Boot_Device_03>

<DEVICE_NAME>USB:Port0:SanDisk Cruzer Contour</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_03>

1

2

ブートリストを変更する方法

31



<Boot_Device_04>

<DEVICE_NAME>IB:Slot2.F0:PXE:MLNX HCA IB 1.9.972 (PCI 07:00.

</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>07,00,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_04>

<Boot_Device_05>

<DEVICE_NAME>PXE:IBA GE Slot 00C8 v1324</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>00,19,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_05>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

</BIOSCONFIG>

次のコマンドを使用して、ブート順序を設定します。
biosconfig -set_boot_override filename.xml

■ 32ページの「ブート順序を永続的に変更する方法」
■ 33ページの「ブート順序を PCIバス、デバイス、または関数に基づいて変更する
方法」

▼ ブート順序を永続的に変更する方法
ブート順序を永続的に変更するには、XMLファイルの BOOT_DEVICE_PRIORITYセ
クションでデバイスの順序を変更します。

次の例は、1GバイトのUSBフラッシュ、USB CD、およびデュアルギガビット
Ethernet Express Moduleプラグインを装備した、最適な標準設定値に設定された Sun
Blade X6275サーバーモジュール (組み込み型のブート可能 InfiniBandインタフェース
を持つ)のXMLファイルを示しています。

次のコマンドを使用して、システムの現在のブート順序を含むXMLファイルを作成
します。
biosconfig -get_boot_order filename.xml

XMLファイルの出力例を次に示します。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<BIOSCONFIG>

<BIOSCONFIG_VERSION>2.1</BIOSCONFIG_VERSION>

<SPEC_VERSION>2.4</SPEC_VERSION>

<SP_NETWORK_CONFIG>

<DISCOVERY></DISCOVERY>

<IP></IP>

<NETMASK></NETMASK>

<GATEWAY></GATEWAY>

</SP_NETWORK_CONFIG>

<PASSWORD_CONFIG>

<PASSWORD></PASSWORD>

</PASSWORD_CONFIG>

<BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<HELP_STRING>FIRST=Choose one of: pxe, cdrom, disk,
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floppy, bios, none</HELP_STRING>

<FIRST></FIRST>

<HELP_STRING>CLEAR_CMOS=Choose Yes, No or leave it

empty, .....</HELP_STRING>

<CLEAR_CMOS></CLEAR_CMOS>

</BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<Boot_Device_01>

<DEVICE_NAME>USB:Port1:Memorex DVD+-RAM 510L v1</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_01>

<Boot_Device_02>

<DEVICE_NAME>SATA:3M-MRVLRD 200254-01SUN24G 0801</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_02>

<Boot_Device_03>

<DEVICE_NAME>USB:Port0:SanDisk Cruzer Contour</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_03>

<Boot_Device_04>

<DEVICE_NAME>IB:Slot2.F0:PXE:MLNX HCA IB 1.9.972 (PCI 07:00.

</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>07,00,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_04>

<Boot_Device_05>

<DEVICE_NAME>PXE:IBA GE Slot 00C8 v1324</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>00,19,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_05>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

</BIOSCONFIG>

デバイスが目的のブート順序で表示されるように、<DEVICE_NAME>タグ間に表示さ
れたデバイス名を編集します。

次のコマンドを使用して、ブート順序を設定します。

biosconfig -set_boot_order filename.xml

■ 31ページの「次回ブート時の最初のブートデバイスを設定する方法」
■ 33ページの「ブート順序を PCIバス、デバイス、または関数に基づいて変更する
方法」

▼ ブート順序をPCIバス、デバイス、または関数に
基づいて変更する方法
biosconfigコマンドは、PCIバス、デバイス、または関数の情報がブート順序リスト
に含まれている場合に、それらに基づいてブート順序を変更できます。

次のコマンドを使用して、システムの現在のブート順序を含むXMLファイルを作成
します。

biosconfig -get_boot_order filename.xml
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<PCI-B-D-F>タグ間に表示されたデバイスが目的の順序になるように編集します。

例:
<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<Boot_Device_01>

<DEVICE_NAME>PXE:IBA GE Slot 00C8 v1324</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>00,19,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_01>

<Boot_Device_02>

<DEVICE_NAME>IB:Slot2.F0:PXE:MLNX HCA IB 1.9.972 (PCI 07:00.

</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>07,00,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_02>

<Boot_Device_03>

<DEVICE_NAME>USB:Port1:Memorex DVD+-RAM 510L v1</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_03>

<Boot_Device_04>

<DEVICE_NAME>USB:Port0:SanDisk Cruzer Contour</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_04>

<Boot_Device_05>

<DEVICE_NAME>SATA:3M-MRVLRD 200254-01SUN24G 0801</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_05>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

次のコマンドを使用して、ブート順序を設定します。

biosconfig -set_boot_order filename.xml

■ 31ページの「次回ブート時の最初のブートデバイスを設定する方法」
■ 32ページの「ブート順序を永続的に変更する方法」

BIOS CMOSの構成
BIOS構成情報は、ホストのチップセット内にあるCMOSメモリーに格納されま
す。BIOS POST時に BIOS設定インタフェースから、数多くのCMOS設定を構成でき
ます。biosconfigは、ホストOS上のプログラムでこれらの設定を変更するための代
替のインタフェースです。biosconfigは、次の 2つの方法を使用して BIOS CMOS設
定を構成します。

■ ゴールデン (信頼できる既知の)イメージをコピーして使用する
■ 各設定を個別に制御する

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 35ページの「BIOS CMOSゴールデンイメージを取得する方法」
■ 36ページの「BIOS CMOSゴールデンイメージを適用する方法」
■ 37ページの「各CMOS設定の構成」
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▼ BIOS CMOSゴールデンイメージを取得する方法
BIOS設定は、CMOSのコンテンツとNVRAMのブートテーブルで構成されていま
す。コマンド biosconfig -get_CMOS_dumpは、256バイトの CMOSを取得します
が、NVRAMからブートテーブルの情報を収集しません。

そのため、このコマンドは、ソースと出力先マシンのブート可能入出力構成が同じ
場合を除き、ブート順序の情報を取得できない場合があります。

ゴールデン (信頼できる既知の) CMOSイメージを生成するには、BIOS設定ユーティリ
ティーを使用してBIOS設定を構成します。

構成情報を含む 256バイトのCMOSを取得するには、次のコマンドを使用します。
biosconfig -get_CMOS_dump filename.xml

コマンドの出力例を次に示します。
Copyright (C) SUN Microsystems 2009.

BIOSconfig Utility Version 2.1

Build Date: Jul 16 2009

Build Time: 15:55:12

BIOSconfig Specification Version 2.4

Success

CMOS構成情報を含む .xmlファイルの例を次に示します。

<BIOSCONFIG>

<BIOSCONFIG_VERSION>2.1</BIOSCONFIG_VERSION>

<SPEC_VERSION>2.4</SPEC_VERSION>

<SP_NETWORK_CONFIG>

<DISCOVERY></DISCOVERY>

<IP></IP>

<NETMASK></NETMASK>

<GATEWAY></GATEWAY>

</SP_NETWORK_CONFIG>

<PASSWORD_CONFIG>

<PASSWORD></PASSWORD>

</PASSWORD_CONFIG>

<BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<HELP_STRING>FIRST=Choose one of: pxe, cdrom, disk, floppy,

bios, none</HELP_STRING>

<FIRST></FIRST>

<HELP_STRING>CLEAR_CMOS=Choose Yes, No or leave it empty,

</HELP_STRING>

<CLEAR_CMOS></CLEAR_CMOS>

</BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<B0>

<DEVICE_NAME></DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F></PCI-B-D-F>

</B0>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<CMOS_DUMP>

<OFFSET_00>00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.</OFFSET_00>
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<OFFSET_10>00.30.00.30.0E.80.02.FF.FF.00.00.00.00.00.00.00.</OFFSET_10>

<OFFSET_20>00.00.00.00.00.00.00.00.00.30.47.47.47.47.04.3A.</OFFSET_20>

<OFFSET_30>FF.FF.20.85.90.F7.07.00.00.03.00.17.00.00.1F.3A.</OFFSET_30>

<OFFSET_40>00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.</OFFSET_40>

<OFFSET_50>00.00.FF.00.13.00.00.01.80.30.30.30.30.30.00.00.</OFFSET_50>

<OFFSET_60>EF.40.41.42.43.44.45.46.47.08.09.0A.18.00.00.0B.</OFFSET_60>

<OFFSET_70>00.03.0C.0D.0E.0F.10.11.00.00.00.00.12.13.14.15.</OFFSET_70>

<OFFSET_80>11.24.26.06.46.14.00.16.02.00.F8.23.C8.17.20.07.</OFFSET_80>

<OFFSET_90>18.20.19.1A.1B.1C.1D.9E.DF.9E.DE.21.02.03.04.05.</OFFSET_90>

<OFFSET_A0>06.07.08.09.EA.2B.0B.0B.0B.4B.00.01.0F.00.0C.00.</OFFSET_A0>

<OFFSET_B0>00.00.00.00.10.32.54.76.10.32.54.76.14.00.00.00.</OFFSET_B0>

<OFFSET_C0>00.46.BC.00.00.00.00.00.00.80.C0.10.42.F9.FF.FF.</OFFSET_C0>

<OFFSET_D0>83.00.80.9C.DE.1F.40.02.FA.52.55.E0.F1.F3.E7.FF.</OFFSET_D0>

<OFFSET_E0>7C.00.01.04.00.00.05.04.03.04.00.02.07.02.17.00.</OFFSET_E0>

<OFFSET_F0>17.03.01.05.08.01.03.04.00.03.00.09.01.00.05.00.</OFFSET_F0>

</CMOS_DUMP>

</BIOSCONFIG>

注 – <CMOS_DUMP>要素タグ間にあるデータには、生のCMOSデータが含まれていま
す。

■ 36ページの「BIOS CMOSゴールデンイメージを適用する方法」

▼ BIOS CMOSゴールデンイメージを適用する方法
次に示すように、-set_CMOS_dumpを使用して、システムから同じ BIOSリビジョンの
セカンドシステムにゴールデンイメージをコピーすることで、同じハードウェアに
ゴールデンイメージを適用できます。

CMOS構成を保存したシステムから別のシステムにfilename.xmlイメージをコピーし
ます。

ゴールデンイメージのコピー先のシステム上で、次のコマンドを使用します。

biosconfig -set_CMOS_dump filename.xml
Copyright (C) SUN Microsystems 2009.

BIOSconfig Utility Version 2.1

Build Date: Jul 16 2009

Build Time: 15:55:12

BIOSconfig Specification Version 2.4

Processing Input BIOS Data....

Success

■ 35ページの「BIOS CMOSゴールデンイメージを取得する方法」
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各CMOS設定の構成
biosconfigは、各CMOS設定を管理する次の 2つのコマンドを提供します。

■ biosconfig -get_bios_settings

CMOS設定をプラットフォームから取得します。
■ biosconfig -set_bios_settings

CMOS設定をプラットフォームに設定します。

これらのコマンドを使用するには、次を行います。

1. -get_bios_settings filename.xmlを使用して、現在の設定を記載する XMLファイ
ルを生成します。

2. XMLファイルを編集して設定を指定します。

3. set_bios_settings filename.xml を使用して、CMOS の設定を変更します。

-get_bios_settingsコマンドを使用すると、変更する設定のみが含まれるXML
ファイルのサブセットを提供できます。XMLファイルは有効である必要があるた
め、XMLファイルからオプションセット全体を削除する必要があります。

注 –設定の値は、サーバータイプによって異なります。biosconfigはホストのBIOS
イメージとプラットフォームのCMOSを読み取り、設定の質問 (BIOS設定に表示さ
れる文字列)、最適な標準設定値、現在の設定、および許可された設定を検索しま
す。XMLファイル構造は、BIOS設定のメニュー階層に一致しています。

出力XMLファイルの名前は、設定メニューの名前に一致しています。唯一異なる点
は、空白の代わりに下線 (_)が使用されることです。たとえば、BIOS設定
の「Boot」メニューの「Boot Settings Configuration」サブメニューにある「Quick
Boot」エントリは、次のように指定されます。

<BIOSCONFIG>

<SETUP_CONFIG>

<Boot>

<Boot_Settings_Configuration>

<Quick_Boot>

このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 38ページの「静的および動的なCMOS設定」
■ 38ページの「静的なCMOS設定を構成する方法」
■ 39ページの「動的な設定を構成する方法」

各 CMOS設定の構成
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静的および動的なCMOS設定
CMOS設定には、静的と動的の 2種類の設定があります。静的な設定は人間が読み取
り可能であり、動的な設定は数値です。次に示す設定は、実行時に BIOSによって決
定されます。

■ CMOSの値
■ その値によって決定される動作
■ 表示される BIOS設定文字列

▼ 静的なCMOS設定を構成する方法
次の手順では、静的なCMOS設定を設定する方法について説明します。次に示す
XMLのサンプルは、出力XMLファイルのサブセットです。

次のコマンドを使用して、CMOS設定をプラットフォームから取得します。
biosconfig -get_bios_settings filename.xml

XMLコード例を次に示します。
<BIOSCONFIG>

<SETUP_CONFIG>

<Boot>

<Boot_Settings_Configuration>

<Quick_Boot>

<HELP_STRING>Allows BIOS to skip certain....

</HELP_STRING>

<DEFAULT_OPTION>Enabled</DEFAULT_OPTION>

<SELECTED_OPTION>Enabled</SELECTED_OPTION>

<OPTION-0>Disabled</OPTION-0>

<OPTION-1>ENabled</OPTION-1>

</Quick_Boot>

<Onboard_IB_gPXE_boot_first_>

<HELP_STRING>Set Onboard Infiniband gPXE ....

</HELP_STRING>

<DEFAULT_OPTION>Disabled</DEFAULT_OPTION>

<SELECTED_OPTION>Disabled</DEFAULT_OPTION>

<OPTION-0>Disabled</OPTION-0>

<OPTION-1>Enabled</OPTION-2>

</Onboard_IB_gPXE_boot_first_>

</Boot_Settings_Configuration>

</Boot>

</SETUP_CONFIG>

</BIOSCONFIG>

または

<BIOSCONFIG>

<SETUP_CONFIG>

<Chipset>

<South_Bridge_Configuration>

<Restore_on_AC_Power_Loss>
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<HELP_STRING></HELP_STRING>

<DEFAULT_OPTION>Power On</DEFAULT_OPTION>

<SELECTED_OPTION>Power On</SELECTED_OPTION>

<OPTION-0>Power Off</OPTION-0>

<OPTION-1>Power On</OPTION-1>

<OPTION-2>Last State</OPTION-2>

</Restore_on_AC_Power_Loss>

</South_Bridge_Configuration>

</Chipset>

</SETUP_CONFIG>

</BIOSCONFIG>

必要に応じて、<SELECTED_OPTION>タグ内の値を変更します。
<SELECTED_OPTION>タグの下に示されるオプションには、使用可能な値が表示さ
れます。

たとえば、Quick Boot設定のオプションは「Disabled」と「Enabled」です。

次のコマンドを使用して、静的なCMOSの値を設定します。
biosconfig -set_bios_settings filename.xml

■ 39ページの「動的な設定を構成する方法」

▼ 動的な設定を構成する方法
biosconfigは、文字列とCMOS値のマッピングを取得できません。この動作は BIOS
に依存するものであり、この情報を取得する機能の有無は、BIOSのリビジョンやプ
ラットフォームの種類によって異なります。

動的な設定を構成またはエクスポートするには、次の手順に従って、使用する設定
を検出する必要があります。

BIOS設定ユーティリティーに入ります。

設定を手動で構成し、その構成を保存します。

結果のXML出力の内容を確認し、指定する設定に対してBIOSが使用している値を見
つけるには、次のコマンドを入力します。
biosconfig -get_bios_settings filename.xml

XMLファイルに表示される動的なCMOS設定の例を次に示します。
<BIOSCONFIG>

<SETUP_CONFIG>

<Boot>

<Option_ROM_Enable>

<NET0_Option_ROM_>

<HELP_STRING>This Option enables execut....
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</HELP_STRING>

<DEFAULT_OPTION> 0000 </DEFAULT_OPTION>

<SELECTED_OPTION> 0000 </SELECTED_OPTION>

<OPTION_RANGE> 0000 - 0001 </OPTION_RANGE>

<OPTION-0>Not Available</OPTION-0>

</NET0_Option_ROM_>

</Option_ROM_Enable>

</Boot>

</SETUP_CONFIG>

</BIOSCONFIG>

このコードには、biosconfig出力によって提供される文字列から値へのマッピング
はありません。

次のコマンドを使用して、BIOS構成を設定します。
biosconfig -set_bios_settings filename.xml

このXMLファイルを使用して、同じモデルのマシン上で動的なCMOS設定を構成でき
ます。

■ 38ページの「静的なCMOS設定を構成する方法」

関連のない無害の追加出力を生成するコマンド
biosconfigに関する既知の問題を次に示します。

一部のコマンドがXMLファイルに余分な出力を表示します。-get_cmos_dumpからの
余分な出力の例を次に示します。

<SP_NETWORK_CONFIG>

<DISCOVERY></DISCOVERY>

<IP></IP>

<NETMASK></NETMASK>

<GATEWAY></GATEWAY>

</SP_NETWORK_CONFIG>

<PASSWORD_CONFIG>

<PASSWORD></PASSWORD>

</PASSWORD_CONFIG>

<BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<HELP_STRING>FIRST=Choose one of: pxe, cdrom, disk,

floppy, bios, none</HELP_STRING>

<FIRST></FIRST>

<HELP_STRING>CLEAR_CMOS=Choose Yes, No or leave it

empty, empty means No</HELP_STRING>

<CLEAR_CMOS></CLEAR_CMOS>

</BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<B0>

<DEVICE_NAME></DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F></PCI-B-D-F>

</B0>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

4

5

参照

関連のない無害の追加出力を生成するコマンド

Oracle Server CLIツールユーザーズガイド • 2013年 7月40



関連項目:

■ 38ページの「静的なCMOS設定を構成する方法」
■ 39ページの「動的な設定を構成する方法」

関連のない無害の追加出力を生成するコマンド
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ubiosconfigツールの使用

ubiosconfigには、UEFI BIOSがサポートされているOracle x86サーバー上に BIOSを
構成するためのCLIツールが用意されています。その他の x86システムで
は、ubiosconfigツールを使用します。15ページの「biosconfigツールの使用」を参
照してください。

各ツールでサポートされているシステムについては、次のサポートマトリクスを参
照してください。

http://www.oracle.com/goto/system-management

サーバーのUEFI BIOSの詳細については、サーバーのドキュメントを参照してくだ
さい。ubiosconfigを使用すると、設定をサーバーのUEFI BIOSからXMLファイルに
保存できます。その後、別のサーバーのUEFI BIOSを構成する際に、このXML
ファイルから設定をロードできます。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 43ページの「ubiosconfigコマンドの概要」
■ 45ページの「exportサブコマンド」
■ 45ページの「importサブコマンド」
■ 46ページの「listサブコマンド」
■ 46ページの「cancelサブコマンド」
■ 47ページの「resetサブコマンド」

ubiosconfigコマンドの概要
ubiosconfigコマンドは次のコマンド構文に従います。

ubiosconfig subcommand [option]

次の表に示すオプションは、ubiosconfigを含むすべてのCLIツールのコマンドに適
用されます。

43
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ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-? --help ヘルプ情報を表示します。

-V --version ツールのバージョンを表示します。

--helpオプションまたは --versionオプションを使用する場合、ubiosconfigコマン
ドにサブコマンドは必要ありません。それ以外の場合は、1つ以上のサブコマンドが
必須です。

次の表に示すオプションは、リモートサーバーのUEFI BIOSで ubiosconfigを使用す
る際に必要です。

ショートオ
プション ロングオプション 説明

-H --remote-hostname このオプションに続けてターゲットサーバーの IPアドレスを指
定します。

-U --remote-username このオプションに続けて、リモートサーバーにログインする際に
使用するユーザー名を指定します。

例:

ubiosconfig export all --remote-hostname=address --remote-username=username

ここで、addressはリモートサーバーのホスト名または IPアドレス (xx.xx.xx.xx形
式)、usernameはサーバーへのアクセス権限を持つユーザー名です。

ubiosconfigは、次の表に示すサブコマンドをサポートしています。

コマンド 機能

import 次回ブート時にサーバーのUEFI BIOSに適用されるXML構成ファイルをイン
ポートします。

export サーバーのUEFI BIOS構成をローカルのXMLファイルにエクスポートします。

cancel 保留中になっているUEFI BIOS構成の変更を取り消します。

list 保留中になっているUEFI BIOSインポート操作またはエクスポート操作に関するス
テータス情報を表示します。

reset 次回ブート時にサーバーのUEFI BIOS構成を出荷時のデフォルト値にリセットしま
す。

ubiosconfigコマンドの概要
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exportサブコマンド
exportサブコマンドは、サーバーのUEFI BIOS設定をXMLファイルにエクスポート
します。exportサブコマンドの形式は次のとおりです。

ubiosconfig export type -x filename.xml option

ここで、typeは下記のオプションのいずれか、filenameはオプションのパス、option
は下記のオプションのいずれかです。

次の表に、エクスポートでサポートされているタイプを示します。

タイプ 説明

all サーバーの BIOSからすべてのオプションをエクスポートします。

次の表に、エクスポートでサポートされているオプションを示します。

ショートオプ
ション ロングオプション 説明

-x --xml_file XMLファイルへのパス。このオプションを付けないと、設定が
画面に表示されます。

-f --force 保護機能を無視し、現在のシステム状態に関係なく BIOS XML
ファイルをインポートします。

注 – --forceオプションを使用した場合、データの正確性は保証されません。

importサブコマンド
importサブコマンドは、次回ブート時にXMLファイルに格納されたUEFI BIOS設定
をサーバーにインポートします。importサブコマンドの形式は次のとおりです。

ubiosconfig import type -x filename.xml option

ここで、typeは下記のオプションのいずれか、filenameは設定のインポート元である
XMLファイルへのパス、optionは下記のオプションのいずれかです。

次の表に、サポートされているインポートのタイプを示します。

importサブコマンド
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タイプ 説明

all 次回ブート時に、すべてのオプションをXMLファイルからサーバーの BIOSにイン
ポートします。

boot 次回ブート時に、ブートオプションのみをXMLファイルからサーバーの BIOSにイ
ンポートします。

config 次回ブート時に、構成オプションのみをXMLファイルからサーバーの BIOSにイン
ポートします。

次の表に、インポートで指定可能なオプションを示します。

ショートオプ
ション

ロングオプ
ション 説明

-f --force 保護機能を無視し、現在のシステム状態に関係なく BIOS XML
ファイルをインポートします。危険性があるため、推奨されてい
ません。

注 – --forceオプションを使用した場合、データの正確性は保証されません。

listサブコマンド
listサブコマンドは、次回サーバーブート時にUEFI BIOS設定の変更のインポート
またはエクスポートに関する情報を表示します。listサブコマンドの形式は次のと
おりです。

ubiosconfig list all

cancelサブコマンド
cancelサブコマンドは、保留中になっているUEFI BIOS設定の変更を取り消しま
す。cancelサブコマンドの形式は次のとおりです。

ubiosconfig cancel config

listサブコマンド
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resetサブコマンド
resetサブコマンドは、次回サーバーブート時にUEFI BIOSの設定を出荷時のデ
フォルト値にリセットします。resetサブコマンドの形式は次のとおりです。

ubiosconfig reset type

ここで、typeは次の表に示すオプションのいずれかです。

タイプ 説明

config 次回電源投入時にサーバーのUEFI BIOSを出荷時のデフォルト値にリセットしま
す。ubiosconfigによって保留中になっているUEFI BIOSの変更は、出荷時のデ
フォルト値に上書きして追加されます。

cancel 保留中になっているサーバーのUEFI BIOS設定の変更のリセットを取り消します。

resetサブコマンド
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fwupdateツールの使用

fwupdateは、HBA (Host Bus Adapter)、Oracle ILOM (Integrated Lights Out
Manager)、サービスプロセッサ、BIOS、SASエキスパンダ、SASコントローラ、さま
ざまなタイプのディスクドライブなどのOracleサーバーデバイスのファームウェア
の更新、問い合わせ、および検証が可能なクロスOSユーティリティーです。

このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 49ページの「fwupdateの概要」
■ 51ページの「fwupdateコマンドの概要」
■ 52ページの「fwupdateコマンド行インタフェース」
■ 54ページの「listサブコマンド」
■ 59ページの「updateサブコマンド」
■ 62ページの「resetサブコマンド」
■ 63ページの「fwupdateネットワークベースのサービスプロセッサのオプ
ション」

■ 64ページの「fwupdateを使用してOracle ILOMサービスプロセッサを更新する方
法」

■ 67ページの「実行のサマリー」

fwupdateの概要
fwupdateを使用すると、次のターゲットのファームウェアファイルを操作できま
す。

■ ディスクドライブ (回転式メディアおよびフラッシュドライブ)
■ Oracle ILOMサービスプロセッサおよび BIOS
■ HBAおよび組み込みストレージコントローラ、SAS1および SAS2
■ LSI SASエクスパンダデバイス、SAS1および SAS2
■ EmulexおよびQLogicファイバチャネルコントローラ
■ Mellanox InfiniBandコントローラ

fwupdateを使用すると、次を実行できます。

■ サーバーのデバイスに関するファームウェア情報を確認する
■ ファームウェアファイルの互換性をチェックする
■ 自動XMLメタデータファイルを使用してデバイスのファームウェアを更新する
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■ Rawファームウェアファイルを使用してファームウェアを手動で更新する
■ ファームウェアの更新後にデバイスをリセットする方法を制御する

fwupdateコマンドの前提条件

fwupdateコマンドを使用してデバイスのファームウェアを更新する前に、デバイス
を休止する必要があります。

注意 –システムがハングアップしたり、データが損失したりします。デバイスの
ファームウェアを更新する前に、デバイスが休止していることを確認してくださ
い。

たとえば、ハードドライブ上のファームウェアを更新する場合は、次の操作を行い
ます。

■ オペレーティングシステムがディスク (システムブートディスクなど)にアクセス
していないことを確認します。

■ アプリケーションがディスク (データベースアプリケーションなど)にアクセスし
ていないことを確認します。

■ システムでハードウェアRAIDが使用されている場合は、RAIDコントローラが
ディスク (アレイを再構築する場合や低下した状態である場合など)にアクセスし
ていないことを確認します。raidconfigを使用すると、アレイの状態をチェック
できます。

ファームウェアのファイルのダウンロード

http://support.oracle.comからファームウェアファイルをダウンロードします。

その製品で入手可能な最新のファームウェアパッケージを更新およびダウンロード
する製品を検索します。

自動および手動の更新モード

Oracle Hardware Management Pack 2.1以降では、fwupdateツールは自動モードと手動
モードをサポートしています。

■ 自動モードでは、プラットフォームファームウェアダウンロードにパッケージン
グされているXMLメタデータファイルの情報を使用して、デバイスのファーム
ウェアが更新されます。これは最適な方法です。

■ 手動モードでは、ファームウェアを直接更新できます。このモードは、更新対象
のデバイス用のXMLメタデータファイルがない場合にのみ使用してください。
製品のドキュメントとリリースノートを参照して、XMLメタデータファイルが提
供されているかどうかを確認してください。製品のリリースノートには、アップ
グレードするデバイスに固有のアップグレード情報も記載されています。

fwupdateの概要
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ホストと ILOMの相互接続

Oracle Hardware Management Pack 2.2以降では、fwupdateはホストと ILOMの相互接
続をサポートしています。これにより、ファームウェア更新プロセスの時間を大幅
に短縮できます。詳細は、『Oracle Hardware Management Packインストールガイ
ド』の「ホストと ILOMの相互接続の有効化」を参照してください。

fwupdateコマンドの概要
次の表に示すオプションは、fwupdateを含むすべてのCLIツールのコマンドに適用
されます。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-? --help ヘルプ情報を表示します。

-V --version ツールのバージョンを表示します。

--helpまたは --versionオプションを使用する場合を除き、1つのサブコマンドが必
須です。

fwupdateは、次の表に示すサブコマンドをサポートしています。

サブコマンド 説明

list リストモードは、システムデータを表示するため、アップグレードするコン
ポーネントを選択するのに役立ちます。

update 更新モードでは、コマンド行の指示に基づいて 1つのコンポーネントを更新で
きます。

reset リセットモードでは、コンポーネントを個別にリセットできます。

サブコマンドについては、次のセクションで説明します。

ターゲットデバイスの命名は、ストレージライブラリに基づいてほかのCLIツール
と共有されます。

命名規則の詳細については、13ページの「CLIツールのデバイス命名規則」を参照
してください。

関連項目:

■ 11ページの「CLIツールのコマンド構文および表記規則」

fwupdateコマンドの概要

51

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E27813&id=MPIGTgkids
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E27813&id=MPIGTgkids


fwupdateコマンド行インタフェース
このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 52ページの「自動モードの fwupdateコマンド行インタフェース」
■ 53ページの「手動モードの fwupdateコマンド行インタフェース」

自動モードの fwupdateコマンド行インタフェース
自動コマンド行モードでは、プラットフォームファームウェアダウンロードに含ま
れているXMLメタデータファイルが使用されます。

fwupdateコマンドを自動モードで使用する前に、次の前提条件を満たす必要があり
ます。

■ fwupdateコマンドを実行するには、Unixベースのプラットフォームではルート権
限、Windowsプラットフォームでは管理者権限を持っている必要があります。

■ プラットフォームファームウェアの情報を含むXMLメタデータファイルが提供
されている必要があります。このファイルが使用可能かどうかをファームウェア
のリリースノートでチェックしてください。

■ Oracle Solarisシステムの場合は、デバイスのホットプラグを行ったあと
に、devfsadm -Cコマンドを実行してシステムのすべてのデバイスノードを再列挙
してから、fwupdateコマンドを実行します。

コマンドが失敗すると、134ページの「fwupdateのエラーコード」に記載されている
いくつかの障害コードのいずれかが返されます。

注 –サブコマンドを付けずにコマンドを実行すると、ヘルプが表示されます。

自動モードの fwupdateでは、次の構文を使用します。

fwupdate subcommand target —x filename.xml options

ここで、targetは一覧または更新の対象であるデバイスのタイプ、filenameは
ファームウェア更新メタデータを含むXMLファイル、subcommandは次のいずれか
です。

サブコマンド 説明

list デバイスまたはファイルに関するファームウェア情報を提供します。

update コマンド行の指示に基づいて 1つのコンポーネントを更新します。

関連項目:

fwupdateコマンド行インタフェース
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■ 54ページの「listサブコマンド」
■ 59ページの「updateサブコマンド」

手動モードの fwupdateコマンド行インタフェース
手動コマンド行モードでは、指定されたファームウェアファイルを使用して 1つの
コンポーネントを更新できます。さらに、コンポーネントの現在のファーム
ウェア、ファイル内のファームウェア、およびファームウェアファイルとの互換性
があるコンポーネントに関する情報のリストを表示することもできます。ファーム
ウェアのアップグレードプロセスの一部として、コンポーネントをリセットするこ
ともできます。

手動モードの fwupdateコマンドを使用するときには、次の要件が適用されます。

■ fwupdateコマンドを実行するには、Unixベースのプラットフォームではルート権
限、Windowsプラットフォームでは管理者権限を持っている必要があります。

■ コマンド行の 1回の実行につき、ターゲットデバイスを 1つだけアップグレード
できます。

■ コマンド行で指定できるファイルタイプとファイルは、それぞれ 1つだけです。
■ 複数の異なるファームウェアファイルを含むコンポーネントでは、個別のコマン
ド行を実行する必要があります。

■ Oracle Solaris OSが動作しているサーバーの場合:任意のデバイスのホットプラグ
を行ったあとに、devfsadm -Cコマンドを実行してシステムのすべてのデバイス
ノードを再列挙してから、fwupdateコマンドを実行します。

コマンドが失敗すると、134ページの「fwupdateのエラーコード」に記載されている
いくつかの障害コードのいずれかが返されます。

注 –サブコマンドを付けずにコマンドを実行すると、ヘルプが表示されます。

このツールでは、次の構文を使用します。

fwupdate subcommand target options

ここで、targetは一覧または更新の対象であるデバイスのタイプ、optionsはサブコマ
ンド固有のオプション、subcommandは次のいずれかです。

サブコマンド 説明

list システムデータを表示するため、アップグレードするコンポーネントを選択す
るのに役立ちます。

update コマンド行の指示に基づいて 1つのコンポーネントを更新します。

手動モードの fwupdateコマンド行インタフェース
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サブコマンド 説明

reset コンポーネントを個別にリセットします。

関連項目:

■ 54ページの「listサブコマンド」
■ 59ページの「updateサブコマンド」
■ 62ページの「resetサブコマンド」

listサブコマンド
listコマンドは次を実行します。

■ すべてのコンポーネントのファームウェアバージョンを表示します。
■ XMLメタデータファイルを使用してターゲットデバイスを更新できるかどうかを
通知します。

■ 指定されたXMLファイルに構成情報を保存します。

この情報を使用すると、ファームウェアをアップグレードする前にデバイスの状態
をチェックしたり、ファームウェアの更新が正常に完了したことを確認したりでき
ます。

listのオプションを次の表に示します。

ショートオプ
ション ロングオプション 説明

-n --device_name 表示する 1つのデバイスを指定するための必須のパラメータ
を許可します。--device_nameオプションは、共通に割り当
てられたデバイス名です。

-v --verbose 表示された各コンポーネントについての詳細情報を表示しま
す。この詳細オプションは、デフォルトではオフになってい
ます。

-x --xml=file 指定されたXMLメタデータファイルを使用して、サポート
されているコンポーネントを特定します。

-o --output_xml=file 構成情報を、指定されたファイルにXML形式で出力しま
す。

listコマンドには、2つのタイプのターゲットがあります。1つめは、システム上の
デバイスまたはファイルでサポートされているデバイスの構成を表示し、2つめ
は、fwupdateでサポートされている機能を表示します。

listサブコマンド
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listサブコマンドでサポートされている次のターゲットは、fwupdateでアップグ
レード可能なサポートされているすべてのコンポーネントタイプを表します。

■ all

■ disk

■ expander

■ controller

■ bridge

■ sp_bios

たとえば、allオプションを使用すると、XMLメタデータファイルを使用して更新
できるすべてのデバイスが表示されます。

listコマンドでサポートされている次のターゲットは、fwupdateでアップグレード
可能なデバイスを表します。

■ supported-targets

■ supported-images

■ error-codes

たとえば、supported-targetsオプションを使用すると、fwupdateを使用して更新で
きるターゲットデバイスのすべてのタイプが表示されます。

次のターゲットに listコマンドを使用すると、次の情報が表示されます。アスタリ
スク (*)が付いている項目は、詳細リストに表示されます。
■ SP BIOS

■ ID
■ 製品名
■ ILOMのバージョン
■ BIOS/OBPのバージョン
■ XMLのサポート

■ コントローラ
■ ID
■ タイプ
■ 製造元
■ モード
■ 製品名
■ ファームウェア (F/W)のバージョン
■ BIOSのバージョン
■ EFIのバージョン
■ FCODEのバージョン
■ パッケージのバージョン
■ NVDATAのバージョン
■ XMLのサポート
■ ノード ID*

listサブコマンド
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■ パーツ番号*
■ PCIアドレス*
■ PCIベンダー ID*
■ WWN*

■ ディスク
■ ID
■ 製造元
■ モデル
■ シャーシ
■ スロット
■ タイプ
■ メディア
■ サイズ
■ ファームウェア (FW)のバージョン
■ XMLのサポート
■ ノード ID*
■ WWN*

■ エクスパンダ
■ ID
■ シャーシ
■ スロット
■ 製造元
■ モデル
■ エクスパンダ名
■ ファームウェア (F/W)のバージョン
■ XMLのサポート
■ ノード ID*
■ 製品のリビジョン*
■ WWN*

■ ブリッジ
■ ID
■ シャーシ
■ スロット
■ 製造元
■ モデル
■ ファームウェア (F/W)のバージョン
■ Att FWのバージョン
■ XMLのサポート
■ ノード ID*
■ WWN*

fwupdate listコマンドの出力例の一部を次に示します。

listサブコマンド
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fwupdate list disk -v

==================================================

CONTROLLER

==================================================

ID: c0

Node ID: mptir2:40:00.0

Type: SAS

Manufacturer: LSI Logic

Model: 0x0072

Product Name: SGX-SAS6-REM-Z

FW Version: 11.05.02.00

BIOS Version: 07.21.04.00

EFI Version: 07.18.02.13

FCODE Version: 01.00.60.00

PCI Address: 40:00.0

PCI Vendor ID: 0x1000

WWN: 0x500605b005243000

NVDATA Version: 10.03.00.26 (default) 10.03.00.27 (persistent)

XML Support: N/A

DISKS

===============

ID: c0d0

Manufacturer: HITACHI

Model: H106030SDSUN300G

Slot: 2

Node ID: PDS:5000cca02515b089

Type: sas

Media: HDD

Size (GB): 300

FW Version: A2B0

XML Support: N/A

ID: c0d1

Manufacturer: HITACHI

Model: H106030SDSUN300G

Slot: 3

Node ID: PDS:5000cca025143f79

Type: sas

Media: HDD

Size (GB): 300

FW Version: A2B0

XML Support: N/A

fwupdate list sp_bios -x metadata_3.1.2.10.b.xml

SP + BIOS

==================================================

ID Product Name ILOM Version BIOS/OBP Version XML Support

---------------------------------------------------------------------------------

sp_bios SUN FIRE X4170 M3 v3.1.2.10.a r75921 17030100 Yes

fwupdate list controller -n c0 -v

CONTROLLER

=============

listサブコマンド
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ID: c0

Node ID: mptmega:41:00.0

Type: SAS

Manufacturer: LSI Logic

Model: 0x0079

Product Name: LSI MegaRAID SAS 9261-8i

FW Version: 2.130.353-1803

BIOS Version: 3.24.00

EFI Version: 4.12.05.00

FCODE Version:

PCI Address: 41:00.0

PCI Vendor ID: 0x1000

XML Support: N/A

fwupdate list disk -n c2d0

DISK

=============

ID Manufacturer Model Chassis Slot Type Media Size (GB) FW Version XML Support

--------------------------------------------------------------------------------------------------------

c2d0 ATA 3E128-TS2-550B01 - - sata SSD 100 TI35 N/A

fwupdate list disk -n c2d0 -v

DISK

=============

ID: c2d0

Manufacturer: ATA

Model: 3E128-TS2-550B01

Node ID: PDD:/dev/sg3

Type: sata

Media: SSD

Size (GB): 100

FW Version: TI35

XML Support: N/A

fwupdate list expander -n c1x0

EXPANDER

=============

ID Chassis Slot Manufacturer Model Expander Name FW Version XML Support

-----------------------------------------------------------------------------------

c1x0 0 - ORACLE DE2-24P Primary 0010 N/A

fwupdate list expander -n c1x0 -v

EXPANDER

=============

ID: c1x0

Chassis: 0

Manufacturer: ORACLE

Model: DE2-24P

Expander Name: Primary

FW Version: 0010

Product Revision: 0010

Node ID: EC:mpt2sas:30:00.0:5080020001431f3e

XML Support: N/A

listサブコマンド
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関連項目:

■ 59ページの「updateサブコマンド」
■ 62ページの「resetサブコマンド」

updateサブコマンド
このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 59ページの「自動モードの updateサブコマンド」
■ 60ページの「手動モードの updateサブコマンド」

自動モードの updateサブコマンド
自動モードの updateサブコマンドは、プラットフォームファームウェアダウン
ロードで提供されるXMLメタデータファイル内のファームウェア更新情報を使用し
て、指定したターゲットデバイスを更新します。

XMLメタデータファイルを使用している場合、updateサブコマンドは次の
ターゲットをサポートします。

■ all

■ expander

■ disk

■ bridge

■ controller

■ sp_bios

注 – Oracle Solaris 11または SUSE Linux Enterprise Server 11が動作しているサーバーで
は、fwupdateを使用して Emulexファイバチャネルカードを更新できません。

自動モードの updateサブコマンドのオプションを次の表に示します。

ショートオプ
ション ロングオプション 説明

-n --device_name 更新するデバイスの名前の前に付けます。この名前はマッピ
ングされた名前であり、fwupdate listコマンドを使用して取
得できます。このオプションは、単一コンポーネントモード
で必須ですが、XMLファイルで使用される場合はオプション
です。

自動モードの updateサブコマンド
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ショートオプ
ション ロングオプション 説明

-d --dry-run オプション。すべての入力を確認し、ファームウェアおよび
コンポーネントで使用可能な予行演習の checkコマンドを実
行しますが、永続的な変更は行われません。

-x --xml=filename ファームウェアパッケージにメタデータXMLファイルが含ま
れる場合は、このコマンドで filenameへのパスが表示されま
す。

-o --output=filename 指定されたファイルにすべてのアクションのログを記録しま
す。

-p --priority=value 指定された優先順位レベルでXMLファイルから入力メタ
データの処理を開始し、それ以下のレベルはすべてスキップ
します。

-q --quiet 情報メッセージを出力せずに、エラーコードのみを返しま
す。

該当なし --force 検証エラーを無視して、更新を続行します。損傷する可能性
があるため、推奨されていません。

該当なし -- silent-reboot プロンプトなしでファームウェアを更新するためのリブート
を有効にします。リブートは自動的に実行されます。

該当なし --silent-no-reboot プロンプトなしで no-rebootオプションを有効にしま
す。ユーザーにプロンプトが表示されず、リブートは実行さ
れません。

注 –ファームウェアの更新を完了するために、システムのリ
ブートが必要な場合があります。

自動モードの updateコマンドの例を次に示します。

■ fwupdate update all -x filename.xml
■ fwupdate update disk -x filename.xml -n c0d1

関連項目:
■ 60ページの「手動モードの updateサブコマンド」
■ 54ページの「listサブコマンド」

手動モードの updateサブコマンド
手動モードの updateコマンドでは、ファームウェアのイメージファイルを使用して
1つのデバイスを更新できます。このコマンドの 1回の実行につき、ファームウェア
イメージとコンポーネントをそれぞれ 1つだけ指定できます。

手動モードの updateサブコマンドは、次のターゲットをサポートしています。

手動モードの updateサブコマンド
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■ sp-bios-firmware

■ disk-firmware

■ expander-firmware

■ expander-manufacturing_image

■ fc-controller-firmware

■ ib-controller-firmware

■ sas-bridge-firmware

■ sas-controller-firmware

■ sas-controller-bios

■ sas-controller-fcode

■ sas-controller-efi

注 – Oracle Solaris 11または SUSE Linux Enterprise Server 11が動作しているサーバーで
は、fwupdateを使用して Emulexファイバチャネルコードを更新できません。

注 – Flash Accelerator F40 PCIeカードでは直接ディスクを更新できません。Flash
Accelerator F40 PCIeカードの SSDは、一般的なファームウェアパッケージが PCIe
カードに適用されている場合に更新されます。Flash Accelerator F40 PCIeカードの SSD
デバイスに直接更新を適用しようとすると、エラーが発生します。

手動モードの updateサブコマンドのオプションを次の表に示します。

ショートオプ
ション ロングオプション 説明

-n --device_name 更新するデバイスの名前。この名前はマッピングされた名前
であり、fwupdate listコマンドを使用して取得できま
す。このオプションは、単一コンポーネントモードで必須で
すが、XMLファイルで使用される場合はオプションです。

-f --filename=filename 必須のオプションです。必須のパラメータを使用して、適用
するファームウェアイメージのファイル名を指定します。

-r --reset 更新の完了後にコンポーネントをリセットします。

-d --dry-run オプション。すべての入力を確認し、ファームウェアおよび
コンポーネントで使用可能な予行演習の checkコマンドを実
行しますが、永続的な変更は行われません。

-o --output=filename 指定されたファイルにすべてのアクションのログを記録しま
す。

-q --quiet 情報メッセージを出力せずに、エラーコードのみを返しま
す。

手動モードの updateサブコマンド
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ショートオプ
ション ロングオプション 説明

該当なし --force どのような状況でも検証エラーを無視して、更新を続行しま
す。危険性があるため、推奨されていません。

手動モードの updateコマンドの例を次に示します。

fwupdate update disk-firmware -n c1d1 -f diskfirmware.file

注 – fwupdateの 1回の実行につき、デバイスを 1つだけ指定できます。更新が必要な
すべてのデバイスに対して、個別に fwupdateコマンドを実行する必要があります。

関連項目:
■ 59ページの「自動モードの updateサブコマンド」
■ 54ページの「listサブコマンド」
■ 62ページの「resetサブコマンド」

resetサブコマンド
手動のファームウェア更新プロセスを使用してデバイスのファームウェアを更新し
たあとに、デバイスのリセットが必要である場合があります。リセットの要件はデ
バイスごとに異なるので、リセット機能は更新手順または個別の機能に含まれる場
合があります。ファームウェアのアップグレード後にデバイスをリセットする必要
があるかどうかを確認するには、使用しているファームウェアのリリースノートを
参照してください。

resetサブコマンドでは、次のターゲットがサポートされます。

■ expander

■ controller

■ sp_bios

resetサブコマンドのオプションを次の表に示します。

ショート
オプ
ション ロングオプション 説明

-n --device_name 必須のオプションです。必須のパラメータを使用して、表示するデ
バイスを 1つ指定します。device_nameは、一般にマッピングされた
デバイス名です。

c2にマッピングされたコントローラをリセットする際に使用される fwupdate reset

の例を次に示します。

resetサブコマンド

Oracle Server CLIツールユーザーズガイド • 2013年 7月62



fwupdate reset controller -n c2

関連項目:

■ 59ページの「updateサブコマンド」
■ 54ページの「listサブコマンド」

fwupdateネットワークベースのサービスプロセッサのオ
プション

fwupdateは、ネットワーク接続上で使用できます。ローカルまたはリモートの
サービスプロセッサへの外部ネットワーク接続、またはローカルシステムへのホス
トと ILOMの接続にすることができます。

ネットワーク接続上の fwupdateでサポートされているオプションを次の表に示しま
す。

ショートオ
プション ロングオプション 説明

-H --remote_sp_ip SPの IPアドレスを指定します。このオプションに続け
て、ネットワーク接続のターゲットサービスプロセッサの IPア
ドレスを指定します。

-U --remote_username リモートサービスプロセッサにログインする際に使用する
ユーザー名を指定します。このオプションに続けて、リモートの
サービスプロセッサのログインユーザー名を指定します。

これらのオプションを使用してネットワーク接続上のサービスプロセッサにアクセ
スする場合は、両方のオプションを一緒に使用する必要があります。

注 –ネットワーク接続で必要なパスワードは、stdinにパイプしてスクリプトで使用
できます。

関連項目:

■ 64ページの「fwupdateを使用してOracle ILOMサービスプロセッサを更新する方
法」

fwupdateネットワークベースのサービスプロセッサのオプション
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▼ fwupdateを使用してOracle ILOMサービスプロ
セッサを更新する方法
次の例では、fwupdateを使用してOracle ILOMサービスプロセッサおよび新しい
ファームウェアがインストールされたシステム BIOSやOBPを更新する方法を示しま
す。fwupdateを使用すると、ローカルのサービスプロセッサまたはリモートの
サービスプロセッサを更新できます。ローカルの更新を使用する場合、fwupdateで
は使用可能な最速のローカルインタフェースが使用されます。ホストと ILOMの接
続が使用可能な場合は、この最速の接続が使用され、それ以外の場合はKCSインタ
フェースが使用されます。

注意 –サーバーの機能が失われます。サービスプロセッサのファームウェアを正しく
更新しなければ、サービスプロセッサが損傷する可能性があります。

■ LAN-over-USB接続またはKCSインタフェースが、ターゲットのOracle ILOM
サービスプロセッサと通信できるように正しく構成されていることを確認しま
す。

■ http://support.oracle.comからサービスプロセッサの更新をダウンロードしま
す。

これらの更新には、ターゲットのOracle ILOMサービスプロセッサに対応したメ
タデータまたはファームウェアファイルが含まれています。

■ ファームウェアにターゲットのサービスプロセッサとの互換性があることを確認
するには、処理を行う前に、ファームウェアファイルに付属するすべてのド
キュメントおよびリリースノートを参照してください。

サービスプロセッサおよびシステムBIOSファームウェアに関する情報を表示するに
は、次のいずれかを実行します。

■ ローカルのOracle ILOMサービスプロセッサおよびシステムBIOSファームウェアに
関する情報を表示するには、次のコマンドを入力します。

fwupdate list sp_bios

■ ネットワーク接続を使用したOracle ILOMサービスプロセッサおよびシステムBIOS
ファームウェアに関する情報を表示するには、次のコマンドを入力します。

fwupdate list sp_bios -H remote_ip -U ilom_user

ここで、remote_ipはサービスプロセッサの IPアドレス、ilom_userはサービスプ
ロセッサにログインする際のユーザー名です。

プロンプトが表示されたら、Oracle ILOMのパスワードを入力します。

始める前に

1
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ターゲットに関連する出力が表示されます。たとえば、上記のコマンドからの出力
は次のようになります。
================================================

SP + BIOS

==================================================

ID Product Name ILOM Version BIOS/OBP Version XML Support

-----------------------------------------------------------------------------

sp_bios SUN FIRE X4270 SERVER v3.0.12.0 r64525 07060223 N/A

注 – SPARCシステムで ILOMおよびOBPが更新されると、ホストが自動的にリ
ブートします。silent-no-rebootオプションを付けると、シャットダウンを無効に
することができません。

Oracle ILOMサービスプロセッサを更新するには、ローカルまたはリモートのオプ
ションを選択します。

■ ローカル:ローカルのOracle ILOMサービスプロセッサを更新するには、次の手順
のいずれかを選択します。

■ metadata.xmlファイルが使用可能な場合は、このコマンドを入力して自動
モードを使用します。

fwupdate update sp_bios -x metadata.xml

ここで、metadata.xmlはメタデータファイルへのパスです。

注 – x86システムの場合、.xmlファイルのあとに --silent-rebootコマンドを使
用するとファームウェアの更新後にサーバーが自動的にリブート
し、--silent-no-rebootコマンドを使用するとサーバーがリブートしないよう
にすることもできます。

■ metadata.xmlファイルが使用できない場合は、このコマンドを入力して手動
モードを使用します。

fwupdate update sp-bios-firmware -n sp_bios -f

sp-bios-fimware-package-file.pkg

ここで、sp-bios-fimware-package-file.pkgはサーバーのOracle ILOMサービスプ
ロセッサに対応したファームウェアファイルへのパスです。

■ リモート:ネットワーク接続を使用してOracle ILOMサービスプロセッサを更新す
るには、次のいずれかを実行します。

■ metadata.xmlファイルが使用可能な場合は、このコマンドを入力して自動
モードを使用します。

fwupdate update sp_bios -x metadata.xml -H remote_ip -U ilom_user

2
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ここで、metadata.xmlはサーバーのOracle ILOMサービスプロセッサに対応し
たメタデータファイルへのパスです。

注 – x86システムの場合、.xmlファイルのあとに --silent-rebootコマンドを使
用するとファームウェアの更新後にサーバーが自動的にリブート
し、--silent-no-rebootコマンドを使用するとサーバーがリブートしないよう
にすることもできます。

■ metadata.xmlファイルが使用できない場合は、このコマンドを入力して手動
モードを使用します。

fwupdate update sp-bios-firmware -n sp_bios -f

sp-bios-fimware-package-file.pkg -H remote_ip -U ilom_user

ここで、sp-bios-fimware-package-file.pkgはサーバーのOracle ILOMサービスプ
ロセッサに対応したファームウェアファイルへのパスです。

Oracle ILOMサービスプロセッサが更新されます。

ホストサーバーをリブートして、BIOSの更新を初期化します。

■ SPARCシステムの場合:ホストが自動的にリブートします。

■ x86システムの場合:

■ メタデータファイルが使用可能で、fwupdateコマンドで --silent-rebootを使
用した場合は、システムが自動的にリブートします。

■ メタデータファイルが使用可能で、システムが自動的にリブートしない場合
は、次のプロンプトで yを入力します。

Do you wish to automatically reboot now? [y/n]?

■ metadata.xmlファイルが使用できないか、メタデータファイルにリブート指示
が含まれていない場合は、ホストサーバーを手動でリブートします。

■ 59ページの「updateサブコマンド」
■ 62ページの「resetサブコマンド」
■ 54ページの「listサブコマンド」

3
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実行のサマリー
fwupdateツールを使用してファームウェアをアップグレードすると、実行のサマ
リーにアップグレードが成功したかどうかが示されます。この情報は、ログファイ
ルにも書き込まれます。

実行のサマリーメッセージの例を次に示します。

■ dry-run/check関数が成功したあとに出力されるメッセージ:
Check firmware successful for device: device_name

■ アップグレードは成功したが、対象コンポーネントにファームウェアバージョン
情報が提供されていない場合:
Upgrade of firmware for device_name succeeded. Version information was not

available.

製品のリリースノートを参照して、アップグレードの検証方法を確認してくださ
い。

■ アップグレードが成功した場合:
Upgrade of device_name from old_fw to new_fw succeeded.

■ アップグレードが成功したあとにソフトウェアのバージョン番号が変わらな
かった場合:
Upgrade of device_name from old_fw succeeded, but is not yet active.

この場合は、サーバーをリセットするか、その他の指示に従うことが必要になる
可能性があります。製品のリリースノートを参照して、バージョン番号の更新方
法を確認してください。

■ アップグレードが失敗した場合:
Upgrade of device_name failed: error_message

上記の出力の変数は次のことを表しています。

■ device_nameは、アップグレード対象のデバイスの論理名です。
■ old_fwは、古いファームウェアバージョンです。
■ new_fwは、新しいファームウェアバージョンです。
■ error_messageは、ファームウェアの更新が失敗した理由を説明するエ
ラーメッセージです。

関連項目:

■ 59ページの「updateサブコマンド」
■ 54ページの「listサブコマンド」
■ 62ページの「resetサブコマンド」

実行のサマリー
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raidconfigツールの使用

raidconfigはOracle Hardware Management Packに含まれるツールで、汎用クロスOS
ストレージ管理ライブラリを使用してXMLファイルを使用してRAIDボリュームに
属性を構成します。

このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 69ページの「raidconfigの概要」
■ 70ページの「raidconfigコマンドの概要」
■ 72ページの「listサブコマンド」
■ 76ページの「create raidサブコマンド」
■ 77ページの「delete raidサブコマンド」
■ 78ページの「add diskサブコマンド」
■ 78ページの「remove diskサブコマンド」
■ 79ページの「add spareサブコマンド」
■ 80ページの「remove spareサブコマンド」
■ 81ページの「modifyサブコマンド」
■ 83ページの「start taskおよび stop taskサブコマンド」
■ 85ページの「restore configおよび clear configサブコマンド」
■ 87ページの「exportサブコマンド」
■ 88ページの「importサブコマンド」

raidconfigの概要
raidconfigを使用すると、システムに接続されているストレージリソースを調
査、モニター、および構成できます。

注 – raidconfigは、SPARC M5–32サーバーでは現在サポートされていません。

raidconfigには次のような機能があります。

■ RAIDボリュームを表示、作成、削除、および変更します。
■ コマンド行オプションを使用することでスクリプトの作成を容易にします。
■ データセンターに同種および異種のプラットフォームを構成します。
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■ 現在のRAID構成を表示し、それを編集して同じプラットフォームまたは異なる
プラットフォームの構成に使用できるようにXMLファイルに書き込みます。

■ 移植性のある形式で論理ディスクを表します。

たとえば、SASアドレスではなくコントローラごとの一意な列挙を使用すること
で、XMLファイルをほかのプラットフォームに簡単に移動できます。

■ Adaptecおよび LSIのCLIコマンドで提供されているすべての構成オプションの上
位集合を提供します。

■ APIから取得されたデータに基づいて、特定のアダプタに対して機能チェックを
使用します。

■ コントローラに応じて入れ子のRAIDボリュームを作成します。

raidconfigの要件
raidconfigには次の制限があります。

■ Unixベースのプラットフォームではルート権限レベルのユーザー、Windowsプ
ラットフォームでは管理者権限レベルのユーザーで raidconfigコマンドを実行し
ます。

■ Oracle Solarisでは、raidconfigに raidctl CLIツールとの互換性がありま
す。raidconfigでは SAS2がサポートされますが、raidctlツールはサポートされ
ていません。

■ Oracle Solaris OSが動作しているサーバーの場合、任意のデバイスのホットプラグ
を行ったあとに、devfsadm -Cコマンドを実行してシステムのすべてのデバイス
ノードを再列挙してから、raidconfigコマンドを実行します。

70ページの「raidconfigコマンドの概要」も参照してください。

raidconfigコマンドの概要
raidconfigコマンドは次のコマンド構文を使用します。

raidconfig subcommand device-type -option(s)

コマンドが失敗すると、129ページの「raidconfigのエラーコード」に記載されてい
るいくつかの障害コードのいずれかが返されます。

次の表に示すオプションは、raidconfigを含むすべてのCLIツールのコマンドに適
用されます。

raidconfigの要件
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ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-? --help ヘルプ情報を表示します。

-V --version ツールのバージョンを表示します。

-q --quiet 情報メッセージを出力せずに、エラーコードのみを返します。

-y --yes 操作を確認します。実行時に、操作を確認するためのプロンプトを
ユーザーに表示しません。

--helpまたは --versionオプションを付けて使用する場合を除いて、raidconfigコマ
ンドにはサブコマンドが必要です。

次の表に、ilomconfigのサブコマンドを示します。

コマンド 機能

list コントローラ、RAIDボリューム、およびディスクについての情報を一覧表示しま
す。RAIDボリュームに属さないディスクも含みます。特定のデバイスを選択して
表示できます。

create RAIDボリュームを作成します。

delete RAIDボリュームを削除します。

add 指定されたディスクまたはスペアを追加します。

remove 指定されたディスクまたはスペアを削除します。

modify RAIDボリュームまたはディスクを変更します。

start 保守タスクを開始します。

stop 保守タスクを停止します。

restore ディスクに保存されているRAID構成を検索し、復元します。

clear 定義されたコントローラのディスクに保存されているRAID構成をクリアします。

export RAIDの構成からXMLファイルを生成します。

import RAIDの構成を読み取って、RAIDボリュームとスペアを作成します。

コマンドでデバイス (コントローラ、RAIDボリューム、ディスク)を使用するとき
は、一意に識別します。そのための方法については、13ページの「CLIツールのデ
バイス命名規則」でデバイス命名スキームを参照してください。

デバイスの命名は、ストレージライブラリに基づいてほかのCLIツールと共有され
ます。

11ページの「CLIツールのコマンド構文および表記規則」も参照してください。

raidconfigコマンドの概要
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listサブコマンド
このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 72ページの「listサブコマンドの概要」
■ 74ページの「概要リストの例」
■ 75ページの「ディスクの概要リストの例」
■ 75ページの「詳細リストの例」

listサブコマンドの概要
listサブコマンドは、コントローラ、RAIDボリューム、およびディスクデータを表
示します。次の表に、raidconfig listのデバイスタイプを示します。

サブコマンド 説明

all すべてのコントローラ、物理ディスク、およびRAIDボリュームについての詳
細を表示します。

controller すべてのコントローラについての詳細を表示します。

disk 物理ディスクを表示します。

raid すべてのRAIDの詳細を表示します。

raidconfig listコマンドは、次の表に示すオプションをサポートしています。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-c --controller 特定のコントローラについての詳細を表示します。このオプションに続
けてコントローラ ID文字列を指定します。

-r --raid 特定のRAIDボリュームについての詳細を表示します。このオプション
に続けてRAID ID文字列を指定します。

-d --disks 特定のディスクについての詳細を表示します。このオプションに続け
て、ディスク ID文字列をコンマで区切ったリストを指定します。

-v --verbose すべてのフィールドのリストを表示します。デフォルトでは、概要リス
トにはフィールドのサブセットのみが表示されます。

次のデータが表示されます。アスタリスク (*)が付いている項目は概要リストが表示
され、ほかのすべての項目は詳細リストが表示されます。2.2.6バージョンに追加さ
れた項目には (2.2.6)のマークを付けています。

コントローラ:

listサブコマンド
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■ ノード ID
■ 製造元*
■ 型*
■ パーツ番号
■ ファームウェア (F/W)のバージョン*
■ シリアル番号 (2.2.6)
■ RAIDボリューム*
■ ディスク*
■ 別のコントローラで使用中のディスク
■ PCIアドレス
■ PCIベンダー ID
■ PCIデバイス ID
■ PCIサブベンダー ID
■ PCIサブデバイス ID
■ バッテリバックアップステータス
■ 最大RAIDボリューム数
■ RAIDボリュームあたりの最大ディスク数
■ サポートされるRAIDレベル
■ 最大専用スペア数
■ 最大グローバルスペア数
■ 最小ストライプサイズ
■ 最大ストライプサイズ
■ 自動再構築の無効化 (2.2.6)

ディスク:

■ ID*
■ シャーシ ID*
■ スロット ID*
■ ノード ID
■ ホストOSへのマップの有無 (true/false)
■ デバイス
■ 無効 (true/false)
■ 別のコントローラで使用中
■ RAID ID*
■ ステータス*
■ 種別*
■ メディア*
■ 製造元
■ モデル
■ サイズ
■ シリアル番号
■ NAC名
■ スペアの状態 (グローバル、専用、N/A)*
■ 現在のタスク

listサブコマンドの概要

73



■ 停止可能なタスク
■ 開始可能なタスク
■ タスクの状態
■ タスクの完了率

RAIDボリューム:

■ 論理 ID (0から)*
■ ノード ID
■ デバイス名*
■ 名前 (ユーザー割り当て)*
■ ステータス*
■ RAIDレベル*
■ ディスク数*
■ 容量*
■ 搭載
■ ストライプサイズ
■ レッグサイズ
■ 読み取りキャッシュ
■ 書き込みキャッシュ
■ 現在のタスク
■ タスクの状態
■ タスクの完了率
■ 停止可能なタスク
■ 開始可能なタスク
■ BIOSブートターゲット (2.2.6)

関連項目:

■ 74ページの「概要リストの例」
■ 75ページの「詳細リストの例」

概要リストの例
次の例には、使用可能なすべてのコントローラ、RAIDボリューム、使用中のディス
ク、および使用可能なディスクの概要リストを示します。

raidconfig list all

CONTROLLER c0

=============

Manufacturer Model F/W Version RAID Volumes Disks

------------------------------------------------------------

Adaptec 0x0285 5.2-0 4 8

RAID Volumes

============

ID Name Device Status Num Disks Level Size (GB)

--------------------------------------------------------------------------------

概要リストの例
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c0r0 0919XF5017-0 /dev/sda OK 1 Simple 146

c0r1 raid1 /dev/sdb OK 2 0 293

c0r2 raid2 /dev/sdc OK 3 10 146

c0r3 noname /dev/sdd OK 2 0 293

DISKS In Use

============

ID Chassis Slot RAID ID Status Type Media Spare Size (GB)

--------------------------------------------------------------------------------

c0d0 0 0 c0r0 OK sas HDD - 146

c0d1 0 1 c0r2 OK sas HDD - 146

c0d2 0 2 c0r3 OK sas HDD - 146

c0d3 0 3 c0r3 OK sas HDD - 146

c0d4 0 4 c0r2 OK sas HDD - 146

c0d5 0 5 c0r2 - sas HDD Dedicated 146

c0d6 0 6 c0r1 OK sas HDD - 146

c0d7 0 7 c0r1 OK sas HDD - 146

関連項目:
■ 72ページの「listサブコマンドの概要」
■ 75ページの「詳細リストの例」

ディスクの概要リストの例
次の例は、ディスクの概要リストを示しています。

raidconfig list disk -d c0d0

DISKS Available

===============

ID Chassis Slot RAID ID Status Type Media Spare Size (GiB)

---------------------------------------------------------------------------------

c0d0 0 0 - - sas HDD - 279

関連項目:
■ 72ページの「listサブコマンドの概要」
■ 75ページの「詳細リストの例」

詳細リストの例
次の例は、ディスクの詳細リストを示しています。

raidconfig list disk -d=c0d0 -v

Disk c0d0

=========

ID: c0d0

Chassis: 0

Slot: 0

Node ID: PDS:5000cca0257dbac1

詳細リストの例
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Mapped to Host OS: true

Device: 5000CCA0257DBAC0

Disabled: false

Type: sas

Media: HDD

Manufacturer: HITACHI

Model: H106030SDSUN300G

Size (GiB): 279

Serial Number: 001214N74K2B PQJ74K2B

NAC Name: /SYS/SASBP/HDD0

Current Task: none

関連項目:
■ 72ページの「listサブコマンドの概要」
■ 74ページの「概要リストの例」

create raidサブコマンド
create raidサブコマンドを使用して、RAIDボリュームを作成します。このサブコ
マンドには、-dオプションに続けて、次の表に示すオプションを 1つ以上指定する
必要があります。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-d --disks ディスク ID番号をコンマで区切ったディスクのリストを指定しま
す。

該当なし --level ボリュームのRAIDレベル (0、1、1E、5、10、50、60など)を指定し
ます。特定のコントローラに対してサポートされているレベル
は、listコマンドのそのコントローラに対する「Supported RAID
Levels」フィールドで確認できます。このオプションを指定しない
と、レベル「0」が使用されます。

該当なし --stripe-size 作成するRAIDボリュームのストライプサイズ (Kバイト単位)を指定
します。このオプションを指定しないと、コントローラでデフォルト
のサイズが使用されます。

該当なし --subarrays 入れ子のRAIDレベル (10、50)に対して、RAIDコンポーネントのサ
イズ (物理ディスクの数)を指定します。

該当なし --name RAIDボリュームを示すユーザー定義の名前を割り当てます。この名
前は空の文字列 ("")に設定できます。

該当なし --subdisk-size 88ページの「パーシャルディスクを使用したRAIDボリュームの作
成」を参照してください。

RAIDボリュームの最大容量は構成できません。HBAまたはコントローラでサポート
されている場合は、パーシャルディスクからRAIDを作成できますが、すべての
ディスクのサイズを同じにする必要があります。

create raidサブコマンド
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▼ RAIDボリュームを作成する方法
RAIDボリュームを作成するには、次のコマンドを入力します。
raidconfig create raid options -d disks

たとえば、コントローラ 1にストライプサイズが 128KバイトのRAID 0ボリュームを
作成するには、次のコマンドを入力します。

raidconfig create raid --stripe-size 128 -d c1d0,c1d1

76ページの「create raidサブコマンド」

delete raidサブコマンド
delete raidサブコマンドを使用して、RAIDボリュームを削除します。このサブコ
マンドには、次の表に示すオプションを 1つ指定する必要があります。

ショートオプ
ション

ロングオプ
ション 説明

-r --raid ID番号で表示したボリュームを削除します。

該当なし --all すべてのコントローラのすべてのRAIDボリュームを削除しま
す。RAIDconfigはストレージ管理ライブラリに対してクエリーを
実行し、RAIDディスクがマウントされているかどうかを判別しま
す。その場合は、ユーザーに対して警告メッセージを生成
し、RAIDボリュームを削除するかどうかをユーザーに問い合わせ
ます。

▼ RAIDボリュームを削除する方法

RAIDボリュームを削除するには、次のコマンドを入力します。
raidconfig delete raid option

例:
■ コントローラ 1に作成されているRAIDボリューム 1を削除するには、次のコマ
ンドを入力します。

raidconfig delete raid -r c1r1

■ すべてのRAIDボリュームを削除するには、次のコマンドを入力します。
raidconfig delete raid --all

■ 77ページの「delete raidサブコマンド」

●

参照

●

参照
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add diskサブコマンド
add diskサブコマンドは、指定したディスクを RAID構成に追加します。

縮退していない (健全な)状態にあるディスクをRAID構成に追加できるのは、特定
のRAIDレベル (RAID 5、6など)のみです。ディスクを追加できるのは、冗長化がサ
ポートされているRAIDレベルのみです。

add diskサブコマンドには、次の表に示すオプションを指定する必要があります。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-d --disks RAIDボリュームに追加するディスクのリストを指定します。

-r --raid ディスクの追加先のRAIDボリュームの ID番号を指定します。

▼ ディスクを追加する方法
特定のディスクをRAIDボリュームに追加するには、次のコマンドを入力します。
raidconfig add disk -d disk -r raidvolume

例:

raidconfig add disk -d c0d2 -r c0r1

注 –ディスクの追加後にディスクのプロパティーを表示しても、追加プロセスが完了
するまで、RAID IDは更新されず、ディスクがRAIDボリュームに追加されたことは
反映されません。

remove diskサブコマンド
remove diskサブコマンドは、RAIDボリュームからディスクを削除します。ディス
クを削除できるのは、冗長化がサポートされているRAIDレベルのみです。このサブ
コマンドには、次の表に示すオプションを指定する必要があります。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-d --disks RAIDボリュームから削除するディスクを指定します。

-r --raid ディスクを削除するRAIDボリューム IDを指定します。

●

add diskサブコマンド
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▼ RAIDボリュームからディスクを削除する方法

特定のディスクをRAIDボリュームから削除するには、次のコマンドを入力します。
raidconfig remove disk -d disk -r raidvolume

例:

raidconfig remove disk -d c0d0 -r c0r1

add spareサブコマンド
add spareサブコマンドは、グローバルスペアディスクまたは専用スペアディスクを
追加します。

raidconfig add spare

add spareサブコマンドには、次の表に示すオプションを 1つ指定する必要がありま
す。

ショートオプ
ション

ロングオプ
ション 説明

-d --disks この必須のオプションには、ディスク ID番号のリストをコンマで
区切って指定します。-rオプションを使用しないと、ディスクは
グローバルスペアとして追加されます。

-r --raid 専用スペアをで作業する場合にのみ使用されます。RAIDボ
リューム IDを指定すると、スペアはこのRAIDボリュームの専用
スペアとして追加されます。コントローラの中には専用スペアを
サポートしないものがあり、コマンドが失敗する可能性があるこ
とに注意してください。

▼ スペアを追加する方法
指定したディスクを使用して 2つのグローバルスペアを作成するには、次のコマン
ドを入力します。
raidconfig add spare -d disk,disk

例:

raidconfig add spare -d c1d0,c1d1

指定したディスクを使用してRAIDボリュームに 2つの専用スペアを作成するに
は、次のコマンドを入力します。
raidconfig add spare -d disk,disk -r raidvolume

●

1

2

add spareサブコマンド
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例:

raidconfig add spare -d c1d0,c1d1 -r c1r0

■ 79ページの「add spareサブコマンド」
■ 80ページの「remove spareサブコマンド」

remove spareサブコマンド
remove spareサブコマンドは、スペアまたは RAIDボリュームとしてのディスクを削
除します。このサブコマンドには、次の表に示すオプションを指定する必要があり
ます。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-d --disks 削除するディスクを指定します。ディスク ID番号はコンマで区切りま
す。-rオプションを定義しないと、ディスクはグローバルスペアとして削
除されます。

-r --raid RAIDボリューム IDを指定すると、専用スペアとしてのディスクがこの
RAIDボリュームから削除されます。

関連項目:

80ページの「スペアディスクまたはRAIDボリュームを削除する方法」

▼ スペアディスクまたはRAIDボリュームを削除する方法

グローバルスペアとしての 2つのディスクを削除するには、次のコマンドを入力し
ます。

raidconfig remove spare -d disk,disk

例:

raidconfig remove spare -d c1d0,c1d1

RAIDボリュームの専用スペアとしての 2つのディスクを削除するには、次のコマン
ドを入力します。

raidconfig remove spare -d disk,disk -r raidvolume

例:

raidconfig remove spare -d c1d0,c1d1 -r c1r0

参照

1

2

remove spareサブコマンド
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■ 80ページの「remove spareサブコマンド」

modifyサブコマンド
modifyサブコマンドは、RAIDボリュームの属性および特定のコントローラの属性を
変更します。modifyサブコマンドには、次の表に示すオプションを 1つ指定する必
要があります。

ショートオ
プション ロングオプション 説明

-r --raid 変更するRAIDボリュームを指定します。これは、modify

raidサブコマンドで必要です。

-c --controller 変更するコントローラを指定します。これは、modify

controllerサブコマンドで必要です。

次の表に、modifyサブコマンドの追加オプションを示します。

オプション 説明

--raid 変更するRAIDボリュームを指定します。

--name RAIDボリュームを示すユーザー定義の名前を指定し
ます。空の文字列 ("")に設定できます。

--read-cache 書き込みキャッシュには次のいずれかを指定できま
す。

disabled – RAID読み取りキャッシュを無効にします

enabled – RAID読み取りキャッシュを有効にします

--write-cache 書き込みキャッシュには次のいずれかを指定できま
す。

disabled – RAID書き込みキャッシュを無効にしま
す。

enabled – RAID書き込みキャッシュを有効にします。

enabled_protect –バッテリが使用可能な場合にのみ
キャッシュを有効にします。

--bios-boot-target=true ブートターゲットを設定します。特定のRAIDボ
リュームでこのオプションを「true」に設定する
と、そのRAIDボリュームが BIOSのブート
ターゲットになります。

参照
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オプション 説明

--disable-auto-rebuild=true|false 自動再構築を無効にします。特定のコントローラで
このオプションを「true」に設定すると、自動再構築
が無効になります。このオプションを「false」に設定
すると、障害が発生したディスクを自動的にホット
スペアに交換できます。この場合、実行時間の長い
バックグラウンドタスクが開始されます。

注 –一部のコントローラで
は、--read-cache、--write-cache、-–bios-boot-target、および
--disable-auto-rebuildの変更がサポートされていません。

▼ BIOSのブートターゲットを変更する方法
IDが 0のRAIDボリュームは、デフォルトのブートターゲットです。ブート
ターゲットを変更する場合は、--bios-boot-targetオプションを使用します。

BIOSのブートターゲットを変更するには、次のコマンドを入力します。
raidconfig modify raid -r raidvolume --bios-boot-target=true

例:

raidconfig modify raid -r c0r0 --bios-boot-target=true

▼ 自動再構築を無効にする方法
自動再構築を有効にした場合は、障害の発生したディスクがホットスペアディスク
に交換されたときに、ホットスペアディスクを使用するようにボリュームの自動構
築が開始されます。実行時間の長いバックグラウンドタスクを自動的に開始しない
ようにする場合は、この機能を無効にすることができます。

自動再構築を無効にするには、次のコマンドを入力します。

raidconfig modify controller -c controller id --disable-auto-rebuild=true

例:

raidconfig modify controller -c c0 --disable-auto-rebuild=true

▼ RAIDボリュームの名前を変更する方法
RAIDボリュームのユーザー指定の名前を変更するには、次の手順に従います。

●

●

modifyサブコマンド
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RAIDボリュームのユーザー指定の名前を変更するには、次のコマンドを入力しま
す。

raidconfig modify raid -r raidvolume --name name

例:

raidconfig modify raid -r c0r0 --name engineering

■ 76ページの「create raidサブコマンド」
■ 77ページの「delete raidサブコマンド」

start taskおよび stop taskサブコマンド
start taskおよび stop taskサブコマンドは、ディスクまたは RAIDボリュームに対
する保守タスクの実行を制御します。コマンドの構文は次のとおりです。

raidconfig start task -t taskname [-d|-r]

raidconfig stop task -t taskname [-d|-r]

使用可能なバックグラウンドタスクを次の表に示します。

タスク 説明

verify RAIDボリュームの冗長データの有効性を確認します。

init RAIDボリュームを初期化して、パリティー初期値を書き出します。初期化は
ボリューム全体に対して行われ、パリティーデータが初期化されます。

copy オンラインの物理ディスクを、ホットスペアまたは未構成の問題のないドライ
ブにコピーして移動します。コピーはボリュームがオンラインになっている間
に実行されます。完了すると、コピー先ディスクが論理ボリューム構成に追加
され、コピー元ディスクは論理ボリューム構成から削除されます。

rebuild データの冗長性を備えた論理ボリュームの一部である単一の物理ディスクの
データを再生成します。物理ディスクは、別の物理ディスクまたはパリ
ティーディスク、あるいはその両方から再構築されます。ディスクの再構築
は、一般に、ディスクの交換または修復後に行われます。

clear ディスク全体にゼロを書き込むことによって、物理ディスクをクリアします。

●

参照
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注 –一部のデバイスでは、すべてのタスクがサポートされていません。デバイスでサ
ポートされているタスクを確認するには、listサブコマンドを使用し
て、「Startable」タスクの下の出力を確認します。このフィールドが空白になってい
る場合は、どのタスクもデバイスでサポートされていません。

start taskおよび stop taskサブコマンドには、次の表に示すオプションを指定でき
ます。

ショートオプ
ション ロングオプション 説明

-t --task 実行するタスクの種類を指定します。指定可能なオプション
は、verify、init、rebuild、clear、または copyです。

-d --disk タスクを実行するディスクを指定します。rebuildタスクと
clearタスクで必要です。

-r --raid タスクを実行するRAIDボリュームを指定します。verifyタスク
と initタスクで必要です。

該当なし --src-disk copyタスクで使用するコピー元ディスクを指定します。

該当なし --dst-disk copyタスクで使用するコピー先ディスクを指定します。

開始タスクと停止タスクの例
start taskおよび stop taskサブコマンドを使用するコマンドの例を次に示します。

■ 確認 (verify)タスクおよび初期化 (init)タスクでは、RAID IDを指定する必要が
あります。
■ 指定したRAIDボリュームで verifyタスクを開始するには、次のコマンドを入
力します。

raidconfig start task -t verify -r=raidvolume
例:
raidconfig start task -t verify -r=c0r1

■ 指定したRAIDボリュームで initタスクを停止するには、次のコマンドを入
力します。

raidconfig stop task -t init -r=raidvolume
例:
raidconfig stop task -t init -r=c0r1

■ rebuildおよび clearタスクでは、ディスクを指定する必要があります。

開始タスクと停止タスクの例
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■ 指定したディスクで rebuildタスクを開始するには、次のコマンドを入力しま
す。

raidconfig start task -t rebuild -d=disk
例:
raidconfig start task -t rebuild -d=c0d1

注 –これはRAID内のディスク上でのみ実行できます。

■ 指定したディスクで clearタスクを開始するには、次のコマンドを入力しま
す。

raidconfig start task -t clear -d=disk
例:
raidconfig start task -t clear -d=c0d1

注 –これはRAID内にないディスク上でのみ実行できます。

■ copyタスクでは、コピー元ディスクとコピー先ディスクを指定する必要がありま
す。

ディスク間の copyタスクを開始するには、次のコマンドを入力します。

raidconfig start -task -t copy --src-disk=source_disk
--dst-disk=destination_disk
例:
raidconfig start -task -t copy --src-disk=c0d2 --dst-disk=c0d3

注 –コピー元ディスクはRAIDボリューム内にある必要があり、コピー先ディスク
はRAIDボリューム内にあってはいけません。

restore configおよび clear configサブコマンド
コントローラの構成を変更すると、コントローラによってディスクのいずれかにそ
の構成が保存されます。restore configサブコマンドを使用すると、この構成を
ディスクからロードできます。clear configサブコマンドを使用すると、コント
ローラの構成をリセットできます。どちらのコマンドも、ディスクに構成が保存さ
れている場合にのみ機能します。

restore configおよび clear configサブコマンドには、次の表に示すオプションを
指定する必要があります。

restore configおよび clear configサブコマンド

85



ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-c --controller 操作で使用するコントローラを指定します。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 86ページの「RAIDコントローラの構成を復元する方法」
■ 87ページの「RAIDコントローラの構成をクリアする方法」

▼ コントローラの構成が存在するかどうかを確認す
る方法

ディスクに古い構成が存在するかどうかを確認するには、次のコマンドを入力し
て、コントローラの詳細プロパティーを表示します。

raidconfig list controller -v

コントローラのプロパティーが一覧表示されます。

Disks In Use by Another Controller プロパティーを参照します。

a. Disks In Use by Another Controller プロパティーが Trueに設定されている場合
は、古い構成が存在します。これは復元またはクリアできます。

b. Disks In Use by Another Controller プロパティーが False に設定されている場合
は、古い構成が存在しません。

注 –古い構成が存在しない場合に、restore configまたは clear configサブコマンド
を実行しようとすると、raidconfigでエラーが表示されます。

■ 86ページの「RAIDコントローラの構成を復元する方法」
■ 87ページの「RAIDコントローラの構成をクリアする方法」

▼ RAIDコントローラの構成を復元する方法
restore configサブコマンドは、ディスクに格納されている RAID構成を検索し、こ
の構成を対象のコントローラに復元します。

ディスクに保存されているRAID構成を定義されたコントローラに復元するには、次
のコマンドを入力します。

raidconfig restore config -c=controller_id

1

2

参照

●

restore configおよび clear configサブコマンド
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ここで、controller_idはRAID構成の復元先のコントローラです。

■ 85ページの「restore configおよび clear configサブコマンド」

▼ RAIDコントローラの構成をクリアする方法
clearコマンドは、ディスクに格納されているRAID構成を検索し、この構成を削除
します。

ディスクに保存されているRAID構成をクリアするには、次のコマンドを入力しま
す。

raidconfig clear config -c=controller_id

ここで、controller_idはRAID構成がクリアされるコントローラです。

■ 85ページの「restore configおよび clear configサブコマンド」

exportサブコマンド
exportサブコマンドは、XML形式の構成データまたはインベントリデータをファイ
ルに書き込みます。インベントリデータは、コントローラ、RAIDボリューム、およ
びディスクのすべてのフィールドのスナップショットです。構成データには、別の
システムに設定およびインポートすることで、そのシステムのRAIDボリュームを同
じように構成できる属性のみが含まれます。

exportサブコマンドには、修飾子としてファイル名が必要です。その名前のファイ
ルが存在する場合、ツールはファイルの上書きを確認するメッセージを表示します
(-yオプションが指定されていない場合)。ファイル名にハイフン (“-”)を指定する
と、XML形式の構成が画面に表示されます。

exportサブコマンドを使用すると、インベントリまたは構成をXMLファイルに書き
込むことができます。

このサブコマンドには、次の表に示すタイプを少なくとも 1つ指定する必要があり
ます。

オプション 説明

inventory すべてのコントローラ、RAIDボリューム、および物理ディスクの情報をエクス
ポートしてXMLファイルに書き込みます。

config 構成フィールドのみをインポートできる形式でエクスポートしてXMLファイルに
書き込みます。

参照

●

参照

exportサブコマンド
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▼ インベントリデータをファイルにエクスポートする方法

インベントリまたは構成をエクスポートしてファイルに書き込むには、次の手順に
従います。

■ インベントリデータをエクスポートしてファイルに書き込むには、次のコマンド
を入力します。

raidconfig export inventory filename.xml

■ 構成をエクスポートしてファイルに書き込むには、次のコマンドを入力します。

raidconfig export config filename.xml

■ 88ページの「importサブコマンド」

importサブコマンド
importサブコマンドは、XML形式の構成ファイルを読み取り、そのファイルに基づ
いてRAIDボリュームを構成します。特定のRAIDボリュームの作成が失敗する
と、エラーが記録され、ファイル内の次のRAIDボリュームが作成されます。import

サブコマンドには、オペランド (修飾子)として configタイプおよびファイル名が必
要です。

▼ ファイルからRAIDボリュームを構成する方法

構成ファイルに従ってRAIDボリュームを設定するには、次のコマンドを入力しま
す。

raidconfig import config filename.xml

87ページの「exportサブコマンド」

パーシャルディスクを使用したRAIDボリュームの作成
Oracle HMP 2.2.6以降では、raidconfig createコマンドで新しい --subdisk-sizeオプ
ションを使用して、RAIDボリュームのサイズを定義できます。このオプションを使
用して、RAIDボリュームで使用されるパーシャルディスクのサイズを定義します。

--subdisk-sizeオプションを付けた raidconfig createコマンドの構文は次のとおり
です。

raidconfig create raid --disk=disks --subdisk-size=sizes

●

参照

●

参照

importサブコマンド
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たとえば、次のコマンドはディスク c0d0および c0d2内に、サイズが 50、100、200G
バイトのサブディスクを持つ 3つのRAIDボリュームを作成します。

# raidconfig create raid --disk=c0d0,c0d1 --subdisk-size=50,75,100

Create RAID level 0 volumes using disk sizes 50, 75, 100 from the

following disk(s):

Disk c0d0 (controller 0 slot 0)

Disk c0d1 (controller 0 slot 1) [y/n]? y

RAID created successfully

--subdisk-sizeオプションを使用しない場合、raidconfig createコマンドは定義さ
れたディスクから 1つのRAIDボリュームを作成します。

RAIDボリュームサイズのオプションを使用するた
めのガイドライン
RAIDボリュームの --subdisk-sizeを使用する際は、次のガイドラインに留意してく
ださい。

■ --subdisk-sizeオプションで指定されたRAIDボリュームの合計サイズは、どの
ディスクの使用可能サイズも超えることはできません。合計サイズはディスクサ
イズ以下にできますが、ディスクサイズよりも大きくすることはできません。

■ RAIDボリュームの一部として構成されているディスク上にあるパーシャル
ディスクを使用して、RAIDボリュームを作成することはできません。ディスク
がRAIDボリュームに追加されると、ディスクに「In Use」のマークが付けら
れ、ディスクの一部しか使用されていない場合でも別のRAIDボリュームを使用
できなくなります。

たとえば、次のコマンドシーケンスは許可されません。

# raidconfig create raid --disk=c0d0,c0d2 --subdisk-size=50

# raidconfig create raid --disk=c0d0,c0d2 --subdisk-size=100

2つ目のコマンドでエラーが発生します。

ディスク表示
raidconfig list allコマンドの出力は、ディスクが複数の RAIDボリュームの一部
であることを示すように変更されました。DISKS In Use リストの下に、ディスクと
RAIDの組み合わせごとに 1行追加されています。

Size列には、RAIDボリュームを作成する際に使用されたサブディスクのサイズが表
示されます。

Disks In Use の出力例を次に示します。

ディスク表示
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DISKS In Use

============

ID Chassis Slot RAID ID Status Type Media Spare Size (GiB)

---------------------------------------------------------------------------------

c0d0 0 17 c0r0 OK sas HDD - 50

c0d0 0 17 c0r1 OK sas HDD - 100

c0d0 0 17 c0r2 OK sas HDD - 200

c0d2 0 18 c0r0 OK sas HDD - 50

c0d2 0 18 c0r1 OK sas HDD - 100

c0d2 0 18 c0r2 OK sas HDD - 200

パーシャルディスクを使用したRAIDボリューム
の削除
パーシャルディスク上のRAIDボリュームは削除できますが、パーシャルディスクが
別のRAIDボリュームで使用されている場合は、そのディスクに「In Use」のマーク
が付けられます。そのディスクを使用して別のRAIDボリュームを作成することはで
きません。

パーシャルディスクを使用したRAIDボリューム
を含むRAID構成のエクスポート
パーシャルディスクを使用して RAIDボリュームを作成した場合、raidconfigは
exportコマンドで生成されたXML出力にサブディスクのサイズを格納しま
す。ディスクプロパティーの例を次に示します。

<disk>

<chassis_id>0</chassis_id>

<slot_id>1</slot_id>

<subdisk_size>100</subdisk_size>

</disk>

パーシャルディスクの追加または削除
パーシャルディスクでは raidconfig addおよび raidconfig remove機能がサポートさ
れています。ディスクに複数のRAIDボリュームが含まれている場合は、そのディス
クを追加および削除できます。

注 –ディスクが複数のRAIDボリュームをサポートしている場合は、addおよび
removeコマンドで 1番目のRAIDボリュームのみを使用してください。

ディスクを削除する例を次に示します。

パーシャルディスクを使用した RAIDボリュームの削除
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raidconfig remove disk -r=c0r4 -d=c0d0

Removing the following disk(s) from RAID c0r4:

Disk c0d0 (controller 0 slot 0) [y/n]? y

Successfully removed disk from RAID

raidconfig list all

CONTROLLER c0

=============

Manufacturer Model F/W Version RAID Volumes Disks

------------------------------------------------------------

LSI Logic 0x0079 2.130.353-1803 6 7

RAID Volumes

============

ID Name Device Status Num Disks Level Size (GiB)

---------------------------------------------------------------------------------

c0r0 0 c3t0d0p0 OK 1 0 558

c0r1 c3t1d0p0 OK 1 0 278

c0r2 c3t2d0p0 OK 1 0 136

c0r3 c3t3d0p0 OK 1 0 70

c0r4 c3t4d0p0 DEGRADED 2 1 50

c0r5 c3t5d0p0 DEGRADED 2 1 100

DISKS In Use

============

ID Chassis Slot RAID ID Status Type Media Spare Size (GiB)

---------------------------------------------------------------------------------

c0d1 0 1 c0r4 OK sas HDD - 50

c0d1 0 1 c0r5 OK sas HDD - 100

c0d3 0 3 c0r0 OK sas HDD - 558

c0d4 0 4 c0r1 OK sas HDD - 278

c0d5 0 6 c0r3 OK sas HDD - 70

c0d6 0 7 c0r2 OK sas HDD - 136

DISKS Available

===============

ID Chassis Slot RAID ID Status Type Media Spare Size (GiB)

---------------------------------------------------------------------------------

c0d0 0 0 - OK sas HDD - 279

c0d2 0 2 - OK sas HDD - 279

ディスクを追加する例を次に示します。

raidconfig add disk -r=c0r4 -d=c0d2

Adding the following disk(s) to RAID c0r4:

Disk c0d2 (controller 0 slot 2) [y/n]? y

Successfully added disk to RAID

raidconfig list all

CONTROLLER c0

=============

Manufacturer Model F/W Version RAID Volumes Disks

パーシャルディスクの追加または削除
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------------------------------------------------------------

LSI Logic 0x0079 2.130.353-1803 6 7

RAID Volumes

============

ID Name Device Status Num Disks Level Size (GiB)

---------------------------------------------------------------------------------

c0r0 0 c3t0d0p0 OK 1 0 558

c0r1 c3t1d0p0 OK 1 0 278

c0r2 c3t2d0p0 OK 1 0 136

c0r3 c3t3d0p0 OK 1 0 70

c0r4 c3t4d0p0 DEGRADED 2 1 50

c0r5 c3t5d0p0 DEGRADED 2 1 100

DISKS In Use

============

ID Chassis Slot RAID ID Status Type Media Spare Size (GiB)

---------------------------------------------------------------------------------

c0d1 0 1 c0r4 OK sas HDD - 50

c0d1 0 1 c0r5 OK sas HDD - 100

c0d2 0 2 c0r4 INIT sas HDD - 50

c0d2 0 2 c0r5 INIT sas HDD - 100

c0d3 0 3 c0r0 OK sas HDD - 558

c0d4 0 4 c0r1 OK sas HDD - 278

c0d5 0 6 c0r3 OK sas HDD - 70

c0d6 0 7 c0r2 OK sas HDD - 136

DISKS Available

===============

ID Chassis Slot RAID ID Status Type Media Spare Size (GiB)

---------------------------------------------------------------------------------

c0d0 0 0 - OK sas HDD - 279

パーシャルディスクの追加または削除
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ilomconfigツールの使用

ilomconfigを使用すると、管理ネットワークに接続することなく、ホストOSから
Oracle ILOMサービスプロセッサを構成できます。ilomconfigによる変更の対象とし
て、ローカルまたはリモートのOracle ILOMサービスプロセッサを指定できます。

ilomconfigは、Oracle ILOMサービスプロセッサの構成をXMLファイル形式でエク
スポートしたり、新しいXMLファイルを作成したりすることによって、XMLビル
ダーとしても機能します。これらのXMLファイルを使用すると、あとで互換性のあ
るOracle ILOMサービスプロセッサで復元処理を実行できます。

ilomconfigを使用すると、この構成がサポートされているプラットフォームでホス
トと ILOMの相互接続を構成することもできます。

注 – SPARC M5–32サーバーでは、ilomconfigツールの使用が一部制限されていま
す。詳細は、リリースノートを参照してください。

このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 93ページの「ilomconfigの概要」
■ 96ページの「ilomconfigコマンド」

ilomconfigの概要
このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 93ページの「ilomconfigの機能」
■ 94ページの「Oracle ILOMのXML構成ファイルの復元と変更」
■ 95ページの「ホストと ILOMの相互接続」

ilomconfigの機能
ilomconfigコマンドでは、ローカルまたはリモートのOracle ILOMサービスプロ
セッサを対象とすることも、XML構成ファイルを対象とすることもできます。この
ファイルは、複数のOracle ILOMサービスプロセッサを変更する「ゴールデンイ
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メージ」として使用できます。Oracle ILOMサービスプロセッサの構成をエクス
ポートするか、新しいXML構成ファイルを作成できます。

ilomconfigには次のような機能があります。

■ Oracle ILOMのXMLファイルからのバックアップおよび復元
■ サブコマンドを使用したXMLファイルの変更
■ DHCPやサイドバンドなど、ネットワークの設定
■ ホスト名、連絡先、場所、説明などの識別情報の表示および構成
■ DNSの表示および構成
■ タイムゾーンなどのクロックの表示および構成
■ ユーザー管理の表示および構成
■ SNMPコミュニティーの表示および構成

Oracle ILOMのXML構成ファイルの復元と変更
Hardware Management Pack 2.1以降の ilomconfigでは、export configコマンドを使用
して、Oracle ILOMサービスプロセッサの構成のバックアップをXMLファイル形式
で生成できます。createまたは modifyサブコマンドを使用すると、XMLファイルを
作成または変更できます。

デフォルトでは、ilomconfigのコマンドはローカルのOracle ILOMサービスプロ
セッサに対して実行されます。--xmlfile=config.xmlオプションを使用した場
合、ilomconfigのコマンドは指定したXMLファイルに対して実行されます。

ilomconfigサブコマンドでは、XMLファイル内にある既存の設定を変更したり、新
しい設定を作成したりできます。

注 – XMLファイルで新しい設定を作成するときには、ターゲットのOracle ILOM
サービスプロセッサでその設定がサポートされていることを確認してください。

Oracle ILOM 3.0.12以降では、Oracle ILOMの設定をXMLファイルから復元できま
す。復元可能なOracle ILOMの設定には、次のものがあります。
■ SSH非公開鍵
■ ユーザーの SSH鍵
■ SSL証明書
■ CODライセンス
■ LDAPおよびAD証明書
■ プラットフォームバイナリデータ (現在、SPARC LDOMS設定に制限されていま
す)

■ ユーザーパスワード
■ SNMPユーザー
■ LDAP、LDAPSSL、またはRADIUSのパスワード

Oracle ILOMの XML構成ファイルの復元と変更
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■ サービスタグのパスフレーズ

関連項目:

■ 98ページの「XMLファイルの構成コマンド」
■ 132ページの「ilomconfigのエラーコード」

ホストと ILOMの相互接続
ホストと ILOMの相互接続はManagement Pack 2.1からの新機能で、ホストとのイン
タフェースを提供し、それによってホストはOracle ILOMと高速チャネルで通信でき
ます。Oracle ILOMインタフェースの一部のバージョンでは、この機能は「ローカル
ホスト相互接続」と呼ばれます。Oracle Hardware Management Packインタフェースの
一部のバージョンでは、この機能は「ローカル ILOM相互接続」と呼ばれます。

注 –この機能をサポートするには、サービスプロセッサがOracle ILOM 3.0.12.x以降を
実行している必要があります。

Oracle Hardware Management Pack 2.1以降をインストールすると、内蔵USB Ethernetデ
バイスの IPアドレス (ホスト IPアドレス)の割り当てが自動的に構成されます。ま
た、ilomconfigツールを使用すれば、いつでもホスト相互接続 IPアドレスを構成で
きます。

注 – Oracle Solaris 11 OSとOracle ILOM 3.0.12.x以降を実行しているサーバーでは、ホ
ストと ILOMの相互接続はOSのインストール時にデフォルトで自動的に有効に
なっています。

Oracle ILOMサービスプロセッサとホストOS間のホストと ILOMの相互接続の有効
化については、次のドキュメントを参照してください。

■ この機能の詳細と、Oracle Hardware Management Packのインストール中にこの機
能を有効にする手順については、『Oracle Hardware Management Packインス
トールガイド』の「ホストと ILOMの相互接続の有効化」を参照してください。

■ Oracle ILOMでこの機能を有効にするには、Oracle ILOMのホストと ILOMの相互
接続 (ローカルホストインタフェース)のドキュメントを参照してくださ
い。Management Pack (または ilomconfigコマンド)がサービスプロセッサとホスト
OSの間のネットワーク接続ポイントを自動的に構成するには、Oracle ILOMでこ
の機能を有効にする必要があります。

Management Pack (または ilomconfigコマンド)を使用してホストと ILOMの相互接
続を自動的に構成しない場合は、Oracle ILOMサービスプロセッサとホストOS間
の接続ポイントを手動で構成できます。詳細については、Oracle ILOMドキュメ
ントでローカル相互接続を設定するためのガイドラインを参照してください。

ホストと ILOMの相互接続
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■ ilomconfigコマンドを使用してホストと ILOMの相互接続を手動で構成する方法
については、108ページの「ホストと ILOMの相互接続の構成コマンド」を参照し
てください。

ilomconfigコマンド
このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 96ページの「ilomconfigコマンドの使用法」
■ 98ページの「XMLファイルの構成コマンド」
■ 108ページの「ホストと ILOMの相互接続の構成コマンド」

ilomconfigコマンドの使用法
ilomconfigコマンドは、管理者モードで実行してください。

コマンドが失敗すると、132ページの「ilomconfigのエラーコード」に記載されてい
るいくつかの障害コードのいずれかが返されます。

オプション

次の表に、ilomconfigを含むすべてのCLIツールコマンドで使用できるオプション
を示します。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-? --help ヘルプ情報を表示します。

-V --version ツールのバージョンを表示します。

-q --quiet 情報メッセージを出力せずに、エラーコードのみを返します。

-y --yes 操作を確認します。実行時に、操作を確認するためのプロンプトを
ユーザーに表示しません。

次の表に示すオプションは、リモートサービスプロセッサで ilomconfigを使用する
場合に適用されます。

ショートオ
プション ロングオプション 説明

-H --remote-hostname このオプションに続けてターゲットサービスプロセッサの IPア
ドレスを指定します。

ilomconfigコマンド
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ショートオ
プション ロングオプション 説明

-U --remote-username リモートサービスプロセッサにログインするために使用する
ユーザー名。

これらのオプションは、ローカルサービスプロセッサではなく、リモートサービス
プロセッサを変更するために使用します。これらのオプションを使用してリモート
サービスプロセッサにアクセスする場合は、両方のオプションを一緒に使用する必
要があります。例:

ilomconfig list system-summary --remote-hostname=address
--remote-username=username

ここで、addressはリモートOracle ILOMサービスプロセッサのホスト名または IPア
ドレス (xx.xx.xx.xx形式)、usernameはOracle ILOMサービスプロセッサへのアクセス
権限を持つユーザー名です。

注 – enable/disable interconnectおよび create/delete credentialサブコマンド
は、リモートサービスプロセッサに対しては使用できません。

リモートOracle ILOMサービスプロセッサにアクセスするときには、このユーザー名
に対応するパスワードの入力を求められます。

注 –リモートユーザー名に必要なパスワードは、stdinにパイプしてスクリプトで使
用できます。

次の表に示すオプションは、ローカルのXMLファイルで ilomconfigを使用する場合
に適用されます。

ロングオプション 説明

--xmlfile このオプションに続けて、変更するファイルへのパスを指定します。

これらのオプションは、ローカルまたはリモートサービスプロセッサではな
く、ローカルXMLファイルを変更するために使用します。

サブコマンド

使用可能な ilomconfigのサブコマンドを次の表に示します。

ilomconfigコマンドの使用法
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サブコマンド 説明

list Oracle ILOMの設定、ユーザー、SNMPコミュニティー、およびシステムサマ
リーを表示します。

create ユーザーと SNMPコミュニティーを作成します。

delete ユーザーと SNMPコミュニティーを削除します。

modify Oracle ILOMの設定を変更します。

import XMLファイルからOracle ILOMの設定を復元します。

export XMLファイルにOracle ILOMの設定をバックアップします。

reset Oracle ILOMを出荷時のデフォルトにリセットします。

enable ホストと ILOMの相互接続を有効にします。

disable ホストと ILOMの相互接続を無効にします。

11ページの「CLIツールのコマンド構文および表記規則」も参照してください。

XMLファイルの構成コマンド
このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 99ページの「XML構成のエクスポート方法」
■ 99ページの「XML構成のインポート方法」
■ 100ページの「Oracle ILOMをデフォルトに戻す方法」
■ 100ページの「システムサマリー情報の表示方法」
■ 101ページの「ユーザーの作成方法」
■ 102ページの「ユーザーの削除方法」
■ 102ページの「ユーザーのパスワードまたは役割の変更方法」
■ 102ページの「ユーザーの表示方法」
■ 103ページの「SNMPコミュニティーの表示方法」
■ 103ページの「SNMPコミュニティーの作成方法」
■ 103ページの「IPv4ネットワーク設定の表示方法」
■ 104ページの「IPv4ネットワーク設定の変更方法」
■ 105ページの「サービスプロセッサ識別情報の表示方法」
■ 106ページの「識別情報の変更方法」
■ 106ページの「DNS情報の表示方法」
■ 107ページの「DNS情報の変更方法」
■ 107ページの「クロック情報の表示方法」
■ 108ページの「クロック情報の変更方法」

XMLファイルの構成コマンド
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▼ XML構成のエクスポート方法
構成全体を XMLファイルにエクスポートするには、ilomconfig export configコマ
ンドを使用します。

注 –アクティブな ILOMログインセッションをすべて終了または閉じてから、続行し
てください。ilomconfig XML exportファイルコマンドを使用すると、現在のOracle
ILOM構成をエクスポートできます。エクスポート操作を実行する前に、開いている
アクティブなセッションをすべて閉じる必要があります。エクスポート操作中
は、/SP/consoleにログインしているアクティブな ILOMセッションが存在しない必
要があります。

次のいずれかを実行します。

■ パスフレーズを使用してXML構成をエクスポートするには、次のコマンドを入力
します。

ilomconfig export config --xmlfile=config.xml --passphrase=your_phrase

ここで、config.xmlはOracle ILOM構成の保存に使用するXML構成ファイルのパ
スおよびファイル名で、your_phraseはXMLファイルの生成に使用されるパスフ
レーズです。

■ パスフレーズを使用しないでXML構成をエクスポートするには、次のコマンドを
入力します。

ilomconfig export config --xmlfile=config.xml

ここで、config.xmlはOracle ILOM構成の保存に使用するXML構成ファイルのパ
ス名です。

■ 100ページの「Oracle ILOMをデフォルトに戻す方法」
■ 99ページの「XML構成のインポート方法」

▼ XML構成のインポート方法
XML構成ファイルをインポートしてOracle ILOMを構成するには、ilomconfig

import configコマンドを使用します。「Yes」または「No」の確認を求めるプロン
プトを省略するには、-yオプションを使用します。また、このコマンドでは、信頼
できる既知のXMLファイルをインポートしてシステム構成を復元することもできま
す。

●

参照
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注 –アクティブな ILOMログインセッションをすべて終了または閉じてから、続行し
てください。ilomconfig XML importファイルコマンドを使用すると、現在のOracle
ILOM構成をインポートできます。インポート操作を実行する前に、開いているアク
ティブなセッションをすべて閉じる必要があります。インポート操作中
は、/SP/consoleにログインしているアクティブな ILOMセッションが存在しない必
要があります。

次のコマンドのいずれかを実行します。

■ XMLファイルの生成にパスフレーズが使用された場合:
ilomconfig import config [--xmlfile=file_name.xml] [--passphrase=passphrase]
[-y]

■ XMLファイルの生成にパスフレーズが使用されなかった場合:
ilomconfig import config [--xmlfile=file_name.xml] [-y]

ここで、file_name.xmlはOracle ILOM構成を保存したXML構成ファイルの名前
で、passphraseはXMLファイルの生成に使用されたパスフレーズです。

■ 100ページの「Oracle ILOMをデフォルトに戻す方法」
■ 99ページの「XML構成のエクスポート方法」

▼ Oracle ILOMをデフォルトに戻す方法
Oracle ILOMの構成を出荷時のデフォルトに復元するには、ilomconfig reset config

コマンドを使用します。「Yes」または「No」の確認を求めるプロンプトを省略する
には、-yオプションを使用します。これにより、Oracle ILOMはリブートされます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig reset config [-y]

■ 99ページの「XML構成のインポート方法」
■ 99ページの「XML構成のエクスポート方法」

▼ システムサマリー情報の表示方法
ilomconfig listコマンドを使用して、製品名、パーツ番号、シリアル番号、Oracle
ILOMホスト名、Oracle ILOMバージョン情報を含む、システムのサマリー情報を表
示するには、ilomconfig list system-summary コマンドを使用します。ここに
は、Oracle ILOM Webインタフェースの「Summary」タブと同じ情報が表示されま
す。

●

参照

●

参照
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このサブコマンドを使用して、ローカルOracle ILOM、リモートOracle ILOM、また
はOracle ILOMサービスプロセッサの構成XMLファイルにある情報を一覧表示しま
す。

システムのサマリー情報の詳細が格納されている場所に応じて、次のいずれかの手
順を選択します。

■ ローカルOracle ILOMサービスプロセッサのシステムサマリーを表示するには、次
のように入力します。

ilomconfig list system-summary

■ リモートOracle ILOMサービスプロセッサのシステムサマリー情報を表示するに
は、次のように入力します。

ilomconfig list system-summary --remote-hostname=remote hostname ip
--remote-username=root

例:

ilomconfig list system-summary --remote-hostname=192.168.1.10

--remote-username=root

rootパスワードの入力が求められます。

■ 99ページの「XML構成のインポート方法」

▼ ユーザーの作成方法
ユーザーを作成するには、ilomconfig create userコマンドを使用します。-yオプ
ションを使用すると、「Yes」または「No」の確認を求めるプロンプトが省略されま
す。このコマンドにXMLファイル名を指定すると、Oracle ILOMが変更されるので
はなく、XMLファイルが変更されます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig create user username [--role=role] [--xmlfile=filename.xml]

ここで、usernameは変更対象ユーザーで、-roleはOracle ILOMユーザーの役割
で、filename.xmlは変更対象ファイルの名前です。

プロンプトで、ユーザーのパスワードを入力します。

■ 102ページの「ユーザーの削除方法」

●

参照

1

2
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▼ ユーザーの削除方法
ユーザーを削除するには、ilomconfig delete userコマンドを使用します。-yオプ
ションを使用すると、「Yes」または「No」の確認を求めるプロンプトが省略されま
す。このコマンドにXMLファイル名を指定すると、Oracle ILOMが変更されるので
はなく、XMLファイルが変更されます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig delete user username[-y] [--xmlfile=filename.xml]

ここで、usernameは削除対象ユーザーで、filename.xmlは変更対象ファイルの名前で
す。

■ 101ページの「ユーザーの作成方法」

▼ ユーザーのパスワードまたは役割の変更方法
ユーザーのパスワードまたは役割を変更するには、ilomconfig modify user コマンド
を使用します。このコマンドにXMLファイル名を指定すると、Oracle ILOMが変更
されるのではなく、XMLファイルが変更されます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig modify user username[-p] [--role=role] [--xmlfile=filename.xml]

ここで、usernameは変更対象ユーザー、-pはユーザーのパスワードに対するプロン
プト、-roleはOracle ILOMユーザーの役割、filename.xmlは変更対象ファイルの名前
です。

■ 102ページの「ユーザーの表示方法」

▼ ユーザーの表示方法
1 人またはすべてのユーザーを表示するには、ilomconfig list user username コマン
ドを使用します。usernameを指定すると、そのユーザーのみが表示されま
す。usernameを空白にすると、すべてのユーザーが表示されます。

このコマンドにXMLファイル名を指定すると、Oracle ILOMにクエリーが実行され
るのではなく、XMLファイルで定義されているユーザーが表示されます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig list user [username] [--xmlfile=filename.xml]

ここで、usernameは表示対象ユーザーで、filename.xmlは変更対象ファイルの名前で
す。

●

参照

●

参照

●
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■ 102ページの「ユーザーのパスワードまたは役割の変更方法」

▼ SNMPコミュニティーの表示方法
1つまたはすべての SNMPコミュニティーを表示するには、ilomconfig

snmp-communityコマンドを使用します。このコマンドにXMLファイル名を指定する
と、Oracle ILOMにクエリーが実行されるのではなく、XMLファイルで定義されてい
る SNMPコミュニティーが表示されます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig list snmp-community [communityname] [--xmlfile=filename.xml]

■ 103ページの「SNMPコミュニティーの作成方法」

▼ SNMPコミュニティーの作成方法
SNMPコミュニティーを作成するには、ilomconfig create snmp-communityコマンド
を使用します。このコマンドにXMLファイル名を指定すると、Oracle ILOMが変更
されるのではなく、XMLファイルが適宜変更されます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig create snmp-community communityname[--permission=ro|rw]

[--xmlfile=filename.xml]

ここで、--permissionは、読み取り専用または読み取り/書き込み (ro|rw)です。

■ 103ページの「SNMPコミュニティーの表示方法」

▼ IPv4ネットワーク設定の表示方法
IPv4ネットワーク設定を表示するには、ilomconfig list networkコマンドを使用し
ます。このコマンドは、IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、DHCP設
定、サイドバンド、およびMACを表示します。このコマンドにXMLファイル名を
指定すると、Oracle ILOMにクエリーが実行されるのではなく、XMLファイルで定義
されているユーザーが表示されます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig list network [--xmlfile=filename.xml]

■ 104ページの「IPv4ネットワーク設定の変更方法」

参照
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▼ IPv4ネットワーク設定の変更方法
設定を変更するには、ilomconfig modify network コマンドを使用します。このコマ
ンドは、IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、DHCP設定、およびサイドバ
ンドを変更します。このコマンドにXMLファイル名を指定すると、Oracle ILOMが
変更されるのではなく、XMLファイルが変更されます。

次のコマンドを発行してください。
ilomconfig modify network [--ipdiscovery=static|dhcp] [--ipaddress=ipaddress]
[--netmask=netmask] [--gateway=gateway] [--state=enabled|disabled]
[--mgmtport=port] [--xmlfile=filename.xml]

オプション 説明 例

--ipdiscovery ネットワークの検出メカニズム。静的または
DHCPを指定できます。

staticまたは dhcp

--ipaddress Oracle ILOM IPアドレス。 255.255.255.0

--netmask Oracle ILOMネットマスク。 255.255.255.0

--gateway Oracle ILOMゲートウェイ。 255.255.255.0

--state Oracle ILOM管理ポートのパス。 /SYS/SP/NET0または
SYS/MB/SP/NETMGM

--mgmtport Oracle ILOM管理ポートの状態。 enabledまたは disabled

--xmlfile ローカルOracle ILOMサービスプロセッサではな
く、指定されたXMLファイルを変更します。続
けて、等号 (=)とファイルのパス名を指定する必
要があります。

file.xml

■ 103ページの「IPv4ネットワーク設定の表示方法」

▼ IPv6ネットワーク設定の表示方法
IPv6ネットワーク設定を表示するには、ilomconfig list network-ipv6コマンドを使
用します。このコマンドは、IPアドレス、ゲートウェイ、自動設定、リンクローカ
ル IPアドレス、動的 IPアドレス、およびインタフェースの状態を表示します。この
コマンドにXMLファイル名を指定すると、Oracle ILOMにクエリーが実行されるの
ではなく、XMLファイルで定義されている IPv6ネットワーク設定が表示されます。

次のコマンドを発行してください。
ilomconfig list network-ipv6 [--xmlfile=filename.xml]

■ 105ページの「IPv6ネットワーク設定の変更方法」

●
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▼ IPv6ネットワーク設定の変更方法
IPv6設定を変更するには、ilomconfig modify network-ipv6コマンドを使用しま
す。このコマンドは、IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、DHCP設定、お
よびサイドバンドを表示します。このコマンドにXMLファイル名を指定する
と、Oracle ILOMが変更されるのではなく、XMLファイルが変更されます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig modify network-ipv6 [--static-ipaddress=IPv6 address]
[--autoconfig=disabled|statelessdhcpv6_stateful|dhcpv6_stateless]
[--state=enableddisabled]|[--xmlfile=filename.xml]

オプション 説明 例

--static-ipaddress Oracle ILOMの IPv6静的アドレ
ス。

2001:0db0:0000:82a1:0000:0000:1234:abcd

--autoconfig Oracle ILOMの IPv6自動構成の状
態。

Oracle ILOM 3.0.12.xを使用する場合:

disabled, stateless_only

Oracle ILOM 3.0.14.xを使用する場合:

disabled, stateless,

dhcpv6_stateful, dhcpv6_stateless

--state Oracle ILOMの IPv6管理状態。 enabledまたは disabled

--xmlfile ローカルOracle ILOMサービスプ
ロセッサではなく、指定された
XMLファイルを変更します。続
けて、等号 (=)とファイルのパス
名を指定する必要があります。

file.txt

■ 104ページの「IPv6ネットワーク設定の表示方法」

▼ サービスプロセッサ識別情報の表示方法
サービスプロセッサの識別情報を表示するには、ilomconfig list identification コ
マンドを使用します。このコマンドは、サービスプロセッサのホスト名、システム
の連絡先、システムの場所、およびシステムの説明を表示し、Webインタフェース
の「Identification」タブに相当します。このコマンドにXMLファイル名を指定する
と、Oracle ILOMにクエリーが実行されるのではなく、XMLファイルで定義されてい
る識別情報が表示されます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig list identification [--xmlfile=filename.xml]

●

参照

●
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■ 106ページの「識別情報の変更方法」

▼ 識別情報の変更方法
識別情報を変更するには、ilomconfig modify identification コマンドを使用しま
す。このコマンドは、ホスト名、システムの連絡先、システムの場所、およびシス
テムの説明を変更します。このコマンドにXMLファイル名を指定すると、Oracle
ILOMが変更されるのではなく、XMLファイルが適宜変更されます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig modify identification [--hostname=hostname]
[--system-contact=system_contact] -[-system-location=system_location]
[--system-identifier=system_identifier] [--xmlfile=filename.xml]

オプション 説明 例

--hostname Oracle ILOMホスト名。 service-processor.domain.com

--system-contact Oracle ILOMシステムの連絡先フィールド。 user

--system-location Oracle ILOMシステムの場所フィールド。 west

--system-identifier Oracle ILOMシステム識別子フィールド。 x4800

--xmlfile ローカルOracle ILOMサービスプロセッサでは
なく、指定されたXMLファイルを変更しま
す。続けて、等号 (=)とファイルのパス名を指
定する必要があります。

file.xml

■ 106ページの「DNS情報の表示方法」

▼ DNS情報の表示方法
DNS情報を表示するには、ilomconfig list dnsコマンドを使用します。このコマン
ドにXMLファイル名を指定すると、Oracle ILOM自体にクエリーが実行されるので
はなく、XMLファイルで定義されているDNS情報が表示されます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig list dns [--xmlfile=filename.xml]

■ 107ページの「DNS情報の変更方法」

参照
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▼ DNS情報の変更方法
DNS情報を変更するには、ilomconfig modify dnsコマンドを使用します。このコマ
ンドにXMLファイル名を指定すると、Oracle ILOM自体が変更されるのではな
く、XMLファイルが適宜変更されます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig modify dns [--nameservers=nameserverlist] [--autodns=enabled|disabled]
[--retries=retries] [--searchpath=searchpathlist] [--timeout=timeout]
[--xmlfile=filename.xml]

オプション 説明 例

--nameservers Oracle ILOMのDNSネームサーバーの IPアドレスをコン
マで区切ったリスト。

10.168.1.10

--auto-dns Oracle ILOM自動DNSの状態。 enabledまたは
disabled

--searchpath 検索サフィックスを優先順にコンマで区切ったリスト。

--retries DNSの再試行回数。 0から 5までの整数。

--timeout DNSの応答を待機する秒数。このオプションは、6つま
での検索サフィックスとともに使用できます。各サ
フィックスはコンマで区切ります。

2

--xmlfile ローカルOracle ILOMサービスプロセッサではなく、指
定されたXMLファイルを変更します。続けて、等号 (=)
とファイルのパス名を指定する必要があります。

file.xml

■ 106ページの「DNS情報の表示方法」

▼ クロック情報の表示方法
クロック情報を表示するには、ilomconfig list clock コマンドを使用します。この
コマンドにXMLファイル名を指定すると、Oracle ILOMにクエリーが実行されるの
ではなく、XMLファイルで定義されているクロック情報が表示されます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig list clock [--xmlfile=filename.xml]

■ 108ページの「クロック情報の変更方法」

●

参照

●

参照
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▼ クロック情報の変更方法
クロック情報を変更するには、ilomconfig modify clock コマンドを使用します。こ
のコマンドにXMLファイル名を指定すると、Oracle ILOMが変更されるのではな
く、XMLファイルが変更されます。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig modify clock [--datetime=datetime] [--timezone=timezone]
[--usentp=enabled|disabled [-ntp-server1=ntpserver1] [--ntp-server2=ntpserver2]
[--xmlfile=filename.xml]

オプション 説明 例

--datetime MMDDhhmmYYYY形式またはMMDDhhmmYYYY.ss形
式のOracle ILOM日付。

032514272010

--timezone GMTなどのOracle ILOMクロックタイムゾーン。 enabledまたは disabled

--usentp Oracle ILOM NTPクライアントの状態。 enabledまたは disabled

--ntp-server1 Oracle ILOM NTPサーバー 1の IPアドレス。 aaa.bbb.ccc.ddd

--ntp-server2 Oracle ILOM NTPサーバー 2の IPアドレス。 aaa.bbb.ccc.ddd

--xmlfile ローカルOracle ILOMサービスプロセッサではな
く、指定されたXMLファイルを変更します。続け
て、等号 (=)とファイルのパス名を指定する必要があり
ます。

file.xml

■ 107ページの「クロック情報の表示方法」

ホストと ILOMの相互接続の構成コマンド
このセクションでは、次の手順について説明します。

■ 108ページの「ホストと ILOMの相互接続を有効にする方法」
■ 109ページの「ホストと ILOMの相互接続を無効にする方法」
■ 109ページの「ホストと ILOMの相互接続を変更する方法」
■ 110ページの「ホストと ILOMの相互接続の設定を表示する方法」

▼ ホストと ILOMの相互接続を有効にする方法
Hardware Management Packのインストール中に、ホストと ILOMの相互接続 (インス
トーラインタフェースの一部のバージョンでは「ローカル ILOM相互接続」と呼ば
れる)を有効にできます。また、ilomconfigツールを使用して、この機能を有効に
し、そのプロパティーを管理することもできます。この機能についての詳細

●

参照

ホストと ILOMの相互接続の構成コマンド
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は、『Oracle Hardware Management Packインストールガイド』の「ホストと ILOMの
相互接続の有効化」を参照してください。

注 –引数を指定せずにこのコマンドを使用し、コマンドによって設定を選択すること
をお勧めします。別の IPアドレスおよびネットマスクアドレスでデフォルトを
オーバーライドできますが、操作に慣れたユーザー以外にはお勧めしません。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig enable interconnect [--ipaddress=ipaddress ] [--netmask=netmask ]

[--hostipaddress=hostipaddress]

オプション 説明 例

--ipaddress Oracle ILOM IPアドレス。このアドレス
は、169.254.x.xの形式にする必要があり
ます。

169.254.175.72

--netmask Oracle ILOMネットマスク。 255.255.255.0

--hostipaddress ホスト IPアドレス。このアドレス
は、169.254.x.xの形式にする必要があり
ます。

169.254.175.73

▼ ホストと ILOMの相互接続を無効にする方法
ホストとOracle ILOM間のホストと ILOMの相互接続を無効にするには、ilomconfig

disable interconnectコマンドを使用します。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig disable interconnect

▼ ホストと ILOMの相互接続を変更する方法
ホストとOracle ILOM間のホストと ILOMの相互接続を変更にするには、ilomconfig

modify interconnectコマンドを使用します。これは、相互接続が有効になっている
ときにのみ機能します。オプションを少なくとも 1つ指定する必要があります。

次のコマンドを発行してください。

ilomconfig modify interconnect [--ipaddress=ipaddress ] [--netmask=netmask ]

[--hostipaddress=hostipaddress]

●

●

●

ホストと ILOMの相互接続の構成コマンド
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オプション 説明 例

--ipaddress Oracle ILOM IPアドレス。このアドレスは、169.254.x.xの形
式にする必要があります。

169.254.175.72

--netmask Oracle ILOMネットマスク。 255.255.255.0

--hostipaddress ホスト IPアドレス。このアドレスは、169.254.x.xの形式に
する必要があります。

169.254.175.72

▼ ホストと ILOMの相互接続の設定を表示する方法
相互接続のOracle ILOMとホスト側の両方について相互接続の状態と IP設定を表示
するには、ilomconfig list interconnect を使用します。

次のコマンドを発行してください。
ilomconfig list interconnect

▼ ホストでの資格キャッシュの設定方法
ホストのローカル資格キャッシュには、ホストと ILOMの相互接続を介してOracle
ILOMにアクセスするために必要なユーザー名とパスワードが含まれています。ホス
トと ILOMの相互接続は、LAN-over-USBインタフェースを介してOracle ILOMにア
クセスするManagement Packユーティリティーで使用できます。ホストと ILOMの相
互接続の詳細は、次を参照してください。

95ページの「ホストと ILOMの相互接続」

資格キャッシュで使用するユーザー名とパスワードは、Oracle ILOMサービスプロ
セッサのユーザー名およびパスワード (ilomconfig list userによって示されるもの
など)と一致する必要があります。

注 –提供する資格情報には、Linuxシステムでの rootなど、管理者権限が必要です。

次のコマンドを発行してください。
ilomconfig create credential --username=user

ここで、userはOracle ILOMへの接続に使用するユーザー名です。

▼ ホストでの資格キャッシュの削除方法
ホストと ILOMの相互接続を介してOracle ILOMにアクセスするために使用する
ユーザー名を変更した場合など、既存のホストのローカル資格キャッシュを削除す
るには、ホストのローカル資格キャッシュを削除します。

次のコマンドを発行してください。
ilomconfig delete credential --username=user

●

●

●

ホストと ILOMの相互接続の構成コマンド
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ここで、userはOracle ILOMへの接続に使用するユーザー名です。

ホストと ILOMの相互接続の構成コマンド
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hwmgmtcliツールの使用

hwmgmtcliは、ハードウェア構成情報とOracleサーバーのステータスを表示するCLI
ツールです。

Oracle Hardware Management Packバージョン 2.2.4以降、hwmgmtcliに open_problems

サブシステムが追加されました。この open_problemsサブシステムを使用すると、診
断されたすべてのサーバー障害の最新リストを取得できます。

注 – SPARC M5–32サーバーでは、hwmgmtcliツールの使用が一部制限されていま
す。詳細は、リリースノートを参照してください。

このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 113ページの「hwmgmtcliコマンドの概要」
■ 115ページの「listサブコマンド」
■ 116ページの「exportサブコマンド」

hwmgmtcliコマンドの概要
hwmgmtcliコマンドは次のコマンド構文を使用します。

hwmgmtcli subcommand

次の表に示すオプションは、hwmgmtcliを含むすべてのCLIツールのコマンドに適用
されます。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-? --help ヘルプ -ヘルプ情報を表示します。

-V --version バージョン -ツールバージョンを表示します。

--helpオプションまたは --versionオプションを使用する場合、hwmgmtcliコマンド
にサブコマンドは必要ありません。それ以外の場合は、1つ以上のサブコマンドが必
須です。
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hwmgmtcliでは、次の表に示すサブコマンドがサポートされています。

コマンド 機能

list subsystem 1つまたはすべてのサブシステムの詳細を表示します。

export subsystem すべてのサブシステムの詳細をXMLファイルにエクスポートします。

取得可能なすべての情報を表示するか、またはサブシステムを選択することができ
ます。使用可能なサブシステムを次の表に示します。

サブシステム 説明

all 使用可能なすべてのサブシステムを表示します。

server サーバーサブシステムの詳細を表示します。

cooling 冷却サブシステムの詳細を表示します。

processor プロセッササブシステムの詳細を表示します。

memory メモリーサブシステムの詳細を表示します。

power 電源サブシステムの詳細を表示します。

storage ストレージサブシステムの詳細を表示します。

network ネットワークサブシステムの詳細を表示します。

firmware ファームウェアサブシステムの詳細を表示します。

device デバイスサブシステムの詳細を表示します。

bios BIOSサブシステムの詳細を表示します。

iomodule IOモジュールサブシステムの詳細を表示します。

open_problems SPで診断された未解決問題をすべて表示します (ILOM 3.1以降)。

dcu DCUサブシステムの詳細を表示します (マルチドメインのシステムでのみ
使用可能)。

次にサブコマンドについて説明します。

list subsystemサブコマンドは、次の表に示すオプションをサポートしています。

hwmgmtcliコマンドの概要
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ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-d --details サブシステムのプロパティーおよびコンポーネントをすべて詳細に表示
します。

export subsystemサブコマンドは、次の表に示すオプションをサポートしています。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-f --filename サブシステムの情報を filenameにエクスポートします。

関連項目:
■ 115ページの「listサブコマンド」
■ 116ページの「exportサブコマンド」

listサブコマンド
次の手順は、list subsystemサブコマンドを使用して、現在のハードウェア構成
と、サーバーおよびそのサブシステムのステータス情報を表示する方法を示すもの
です。

▼ サブシステム情報の表示方法

次のコマンドを発行してください。
hwmgmtcli list subsystem

ここで、subsystemは 113ページの「hwmgmtcliコマンドの概要」で挙げられているサ
ブシステムの 1つです。

現在のサブシステム情報が表示されます。

▼ 未解決問題の表示方法
Oracle Hardware Management 2.2.4以降では、open_problemsサブシステムを使用でき
ます。

未解決のサーバー問題を表示するには、次のコマンドを入力します。
hwmgmtcli list open_problems

Oracle HMP 2.2.4および 2.2.5におけるこのコマンドの出力例を次に示します。
Date/Time Subsystems Component

------------------------ ------------------ ------------

Fri Apr 27 13:14:46 2012 Cooling FM3 (Fan Module 3)

●

●

listサブコマンド
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Fan tachometer speed is below its normal operating range. (Probability:

100, UUID: 6f6ef474-5059-c11e-98db-b52f6ffbffa6, Part Number: N/A, Seria

l Number: N/A, Reference Document: http://www.sun.com/msg/SPX86-8000-33)

Fri Apr 27 14:03:56 2012 Processors P1 (CPU 1)

An integrated I/O (IIO) hot-plug I/O extender port error has occurred. (

Probability: 100, UUID: e2dadf98-24e0-6058-ce74-b87844c4b894, Part Numbe

r: 060D, Serial Number: N/A, Reference Document: http://www.sun.com/msg/

SPX86-8003-PD)

Mon May 28 07:08:48 2012 System MB (Motherboard)

Power to server is not available due to a malfunctioning component detec

ted by CPLD. (Probability: 100, UUID: ee437083-990b-eb6c-8665-8d952319ab

1d, Part Number: 7024015-01, Serial Number: 489089M+1135PR00CX, Referenc

e Document: http://www.sun.com/msg/SPX86-8002-2J)

Fri Jun 8 05:27:42 2012 Processors P0 (CPU 0)

An integrated I/O (IIO) hot-plug I/O extender port error has occurred. (

Probability: 100, UUID: ae3b229a-57f6-67f3-8d3f-fcb7f350fa0d, Part Numbe

r: 060D, Serial Number: N/A, Reference Document: http://www.sun.com/msg/

SPX86-8003-PD)

Oracle HMP 2.2.6以降におけるこのコマンドの出力例を次に示します。

=== open_problems report ===

Open Problem 1

Problem time : Thu Feb 14 22:38:19 2013

Problem subsystem : System

Problem location : /SYS (Host System)

Problem description : The top cover of server was opened while AC

input was still applied to the power supplies. (Probability: 100, UUID:

8bb87e70-d210-632b-d553-fc1450105bc4, Part Number: 31112054+1+1, Serial

Number: 1242FML0UV, Reference Document: http://www.sun.com/msg/SPX86-8003-8C).

Open Problem 2

Problem time : Fri Feb 15 10:37:48 2013

Problem subsystem : Storage

Problem location : /SYS/DBP0/HDD2

Problem description : The disk temperature has exceeded the critical

limit. (Probability: 100, UUID: N/A, Part Number: H106030SDSUN300G, Serial

Number: 001234NTR1KD PWGTR1KD, Reference Document: N/A)

exportサブコマンド
次の手順は、export subsystemサブコマンドを使用して、現在のハードウェア構成
と、サーバーおよびそのサブシステムのステータス情報をXMLファイルに保存する
方法を示すものです。

注 – exportサブコマンドで使用可能なサブシステムは allのみです。

▼ サブシステム情報のエクスポート方法

次のコマンドを発行してください。

hwmgmtcli export all --filename file.xml
●

exportサブコマンド
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ここで、file.xmlはシステムまたはサブシステム情報のエクスポート先のファイルで
す。

現在の情報が、指定した file.xmlにXMLとしてエクスポートされます。

exportサブコマンド
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zoningcliツールの使用

zoningcliには、次の資格を満たしたOracle SPARC T3-1サーバー上にゾーン機能を構
成するためのCLIツールが用意されています。

■ Oracle Solaris OSが動作している
■ 16ディスクバックプレーン (SAS-2エクスパンダ)が搭載されている
■ Oracle SPARC T3-1サーバーで 2つのオンボードのハードディスクコントローラを
使用している場合は、16ディスクバックプレーンにゾーンを作成する必要があり
ます。

■ サーバーが SGX-SAS6-R-INT-Z SAS2の内蔵 PCIe RAID HBAを使用している場
合、16ディスクバックプレーンにゾーンを作成する必要はありません。

zoningcliでは、次の 2つのゾーンにゾーンを分割できます。

■ ゾーンA (グループ 10)には、最初の 8つのディスク (PHY 0 - 7)と最初のコント
ローラ (PHY 20 - 23)があります。

■ ゾーン B (グループ 11)には、最後の 8つのディスク (PHY 8 - 15)と 2番目のコント
ローラ (PHY 16 -19)があります。

サーバーのゾーン状態を変更する前に、16ディスクバックプレーンに関するプロダ
クトノートをお読みください。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 119ページの「zoningcliコマンドの概要」
■ 120ページの「list expanderサブコマンド」
■ 120ページの「enable zoningおよび disable zoningサブコマンド」

zoningcliコマンドの概要
zoningcliコマンドは次のコマンド構文を使用します。

zoningcli subcommand

次の表に示すオプションは、zoningcliを含むすべてのCLIツールのコマンドに適用
されます。
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ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-? --help ヘルプ -ヘルプ情報を表示します。

-V --version バージョン -ツールバージョンを表示します。

--helpオプションまたは --versionオプションを使用する場合、zoningcliコマンド
にサブコマンドは必要ありません。それ以外の場合は、1つ以上のサブコマンドが必
須です。

zoningcliは、次の表に示すコマンドをサポートしています。

コマンド 機能

enable ゾーン機能を有効にします。

disable ゾーン機能を無効にします。

list 現在のゾーン情報を表示します。

list expanderサブコマンド
次の手順は、listサブコマンドを使用して現在のゾーン機能情報を確認する方法を
示すものです。これにより、ゾーン機能が現在有効になっているか無効になってい
るかを確認できます。

▼ ゾーン機能情報の表示方法

次のコマンドを発行してください。

zoningcli list expander

現在のゾーン機能情報が表示されます。

enable zoningおよび disable zoningサブコマンド
次の手順は、enable zoningおよび disable zoningサブコマンドを使用してゾーン機
能を制御する方法を示すものです。ゾーン機能は、デフォルトで設定されていま
す。

zoningcliコマンドを使用するときは、次の制限が適用されます。

■ zoningcliを実行するには、ルート権限を持っている必要があります。

●

list expanderサブコマンド
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▼ ゾーン機能を有効および無効にする方法

ゾーン機能を有効にするには、次のコマンドを入力します。

zoningcli enable zoning

ゾーン機能を無効にするには、次のコマンドを入力します。

zoningcli disable zoning

1

2

enable zoningおよび disable zoningサブコマンド
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Windowsでの ipmitoolの使用

このセクションでは、ipmitoolと、Windowsオペレーティングシステムを実行して
いるシステムに ipmitoolをインストールする方法について説明します。

このセクションの手順を開始する前に、次の手順を完了しておいてください。

1. Microsoft Windows Server 2003またはWindows Server 2008オペレーティングシステ
ムをインストールします。

2. Windows.zipをダウンロードし、展開して InstallPack_x_x_x.exeを取得します。
3. InstallPack_x_x_x.exeを実行し、追加ソフトウェアをサーバーにインストールし
ます。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 123ページの「ipmitoolの概要」
■ 124ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1」
■ 124ページの「ipmitoolを使用したブート順序の構成」

ipmitoolの概要
Oracle Hardware Management Packの IPMI構成CLIツール (ipmitool)は、セン
サーデータリポジトリ (SDR)を読み込み、次の情報を表示するユーティリティーで
す。

■ センサー値
■ システムイベントログ (SEL)
■ 現場交換可能ユニット (FRU)についての情報
■ インベントリ情報

また、ipmitoolは、LAN構成パラメータを取得および設定し、サーバーのサービス
プロセッサを介してシャーシの電源制御操作を行います。

ipmitoolは、サーバーのツールおよびドライバCDまたは Installpack_x_x_x.exe実
行可能ファイルを使用してインストールできる追加ソフトウェアです。ここ
で、_x_x_x番号は、パッケージのバージョンを示します (たとえ
ば、InstallPack_1_1_4.zip)。
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Management Agentsで ipmitoolを使用する方法については、『Oracle Server
Management Agentsユーザーズガイド』の「SNMPトラップの生成」を参照してくだ
さい。

Sun IPMI System Management Driver 2.1
Sun IPMI System Management Driver 2.1を使用すると、内部のキーボードコントローラ
ススタイル (KCS)インタフェースを介して、Microsoft Windowsホストオペ
レーティングシステムと ILOMサービスプロセッサの間で通信できます。このドラ
イバは、Microsoft Windows Server 2003 SP2以前で必要です。

それよりあとのOSバージョン (Microsoft Windows Server 2003 R2を含む)では、OSの
ハードウェア管理モジュールに含まれるMicrosoft製の IPMIドライバが同じ機能を提
供します。

このドライバは、ipmitoolのインストール前にインストールする必要があります。ド
ライバのインストール方法については、『Oracle Hardware Management Packインス
トールガイド』の「Sun IPMI System Management Driver 2.1のインストール」を参照し
てください。

ipmitoolを使用したブート順序の構成
一部のプラットフォームでは、ブート順序を永続的に変更する際に、ipmitoolが
biosconfigの使用に代わる方法となります。このインタフェースでは、ブートデバイ
スの中でもっとも優先順位が高いカテゴリを指定できます。この操作は、BIOS設定
を入力し、デバイスのカテゴリ全体をブートリストのいちばん上に移動すること (た
とえば、すべてのディスクがCD-ROMよりも前にブートするように移動)と同じで
す。

次の ipmitool rawコマンドは、ipmitool chassis bootdevコマンドと同様に機能しま
す。BIOS POST中に、BIOSは SPにブートフラグを要求します。rawコマンドに
は、追加のビットセット (永続的なビット)が 1つ含まれています。このビットによ
り、ブートリストを並べ替えてその順序をCMOSに保存するよう、BIOSに指示しま
す。これらの ipmitoolコマンドは、ホスト Linuxシステムに IPMIドライバがインス
トールされている場合、ホストの SPのキーボードコントローラススタイル
(Keyboard Controller Style、KCS)インタフェースを介して実行することもできます。

最初にブートするデバイスに応じて、次のコマンドのいずれかを使用します。

■ 最初に PXEからブートするには:
ipmitool -H ... -U root -P ... raw 0x0 0x8 0x5 0xC0 0x4 0x0 0x0

BIOSのブート順序は、PXEが最初にブートするように変更されます。Sun Blade
X6275には、InfiniBand (IB)インタフェースとギガビット Ethernet (GE)インタ
フェースの両方が備えられており、このコマンドによって 2つのインタフェース

Sun IPMI System Management Driver 2.1
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がブートリストのいちばん上に移動します。この結果、InfiniBand PXEが最初に
ブートし、IBがフェイルオーバーした場合にGEが次にブートするようになりま
す。ブート順序の変更は、BIOS設定に反映されます。

■ 最初にCD/DVDからブートするには:
ipmitool -H ... -U root -P ... raw 0x0 0x8 0x5 0xC0 0x14 0x0 0x0

BIOSのブート順序は、CD/DVDが最初にブートするように変更されます。Sun
Blade X6275では、USB外付けCD/DVD-ROMドライブまたは Javaコンソールから
リダイレクトされたCDがこれに該当します。ブート順序の変更は、BIOS設定に
反映されます。

■ フロッピーまたはリムーバブルメディアからブートするには:
ipmitool -H ... -U root -P ... raw 0x0 0x8 0x5 0xC0 0x3C 0x0 0x0

BIOSのブート順序は、フロッピーまたはリムーバブルメディア (USBフ
ラッシュなど)が最初にブートするように変更されます。Sun Blade X6275で
は、USBフラッシュドライブまたは Javaコンソールからリダイレクトされたフ
ロッピーがこれに該当します。ブート順序の変更は、BIOS設定に反映されます。

■ ハードドライブからブートするには:
ipmitool -H ... -U root -P ... raw 0x0 0x8 0x5 0xC0 0x8 0x0 0x0

BIOSのブート順序は、ハードドライブが最初にブートするように変更されま
す。Sun Blade X6275には、フラッシュmini-DIMM SATAが備えられており、この
ドライブが最初にブートします。ブート順序の変更は、BIOS設定に反映されま
す。

ipmitoolを使用したブート順序の構成
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CLIツールのエラーコード

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 127ページの「共通のエラーコード」
■ 129ページの「biosconfigのエラーコード」
■ 129ページの「raidconfigのエラーコード」
■ 132ページの「ilomconfigのエラーコード」
■ 134ページの「fwupdateのエラーコード」
■ 135ページの「hwmgmtcliのエラーコード」
■ 136ページの「zoningcliのエラーコード」

共通のエラーコード
次の表に、共通するコマンドのエラーコードを示します。各エラーコードには、文
字列が関連付けられています。エラーコードは、ログファイルおよび stdoutファイ
ルに出力されます。

表 1 共通のエラーコード

コード番号 エラーの説明

0 正常です。

1 無効なオプションです。

2 無効なサブコマンドです。

3 このサブコマンドはサポートされていません。

4 無効なデバイス形式です。

5 XMLファイルを作成できません。

6 XMLファイルを読み込めません。

7 アプリケーションデータを取得できません。

8 内部エラーが発生しました。

9 メモリーが不足しています。
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表 1 共通のエラーコード (続き)
コード番号 エラーの説明

10 無効なブール型引数です。

11 このオプションはサポートされていません。

12 ストレージライブラリの初期化に失敗しました。

13 入力した名前が長すぎます。

14 サブコマンドの後ろの名前が無効です。

15 XMLファイル名が必要です。

16 無効な引数です。

17 XMLファイルの書き込みに失敗しました。

18 デバイスがビジー状態なので、コマンドを完了できません。

19 ユーザーがCtrl-cを押して終了しました。

20 コマンドを実行するための権限が不足しています。

21 1つ以上の引数がありません。

22 サポートされていないXMLファイルです。エラーを参照してください。

23 XMLの解析に失敗しました。

24 XMLファイルが見つかりません。

25 XMLファイルにレコードが含まれていません。

26 現在のディレクトリが書き込み可能ではありません。

27 無効な型です。

28 前提条件が優先順位の要件を満たしていません。

29 前提条件によって無限ループが発生しました。

30 IPMIタイムアウトが発生しました。少しno待機してから、再度試してください。

31 インストールの問題が検出されました。

関連項目:

■ 129ページの「biosconfigのエラーコード」
■ 129ページの「raidconfigのエラーコード」
■ 132ページの「ilomconfigのエラーコード」
■ 134ページの「fwupdateのエラーコード」

共通のエラーコード
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biosconfigのエラーコード
次の表に、発生する可能性のある biosconfigのエラーおよび発生時に実行するアク
ションを示します。

エラー番号 説明

エラー 36 - 49 Microsoft IPMIドライバ (2003 R2)または Sun ISMドライバ (Pre-2003 R2)が正しくイ
ンストールされているかどうかを確認します。

これらのドライバのいずれかをシステムにインストールする方法については、使
用しているシステムのWindows OSドキュメントで、使用中のドライバの更新方
法を参照するか、使用しているシステムのソフトウェアダウンロードサイトにア
クセスしてください。

エラー 57 - 63 Microsoft IPMIドライバ (2003 R2)または Sun ISMドライバ (Pre2003 R2)が正しくイ
ンストールされているかどうかを確認します。これらのドライバのいずれか一方
だけがシステムにインストールされていることを確認します。

エラー 64 Linuxまたは Solarisの場合は root、Windowsの場合は管理者として、biosconfigを
実行します。

biosconfigの複数のインスタンスを同時に実行しないでください。複数同時アク
セスを可能にするためのロック機能は、どのOSにも配備されていません。

関連項目:

■ 18ページの「biosconfigコマンドの概要」

raidconfigのエラーコード
サポートされていないパラメータにRAID項目を構成しようとすると、エラーが返さ
れることがあります。たとえば、構成したRAIDレベルがRAIDコントローラでサ
ポートされていない場合、CLIにより、不適切な構成をわかりやすく示すエラー文字
列が表示され、対応するエラーコードが返されます。

次の表に、このツールに固有のエラーコードおよび文字列の一覧を示します。

表 2 raidconfigのエラーコード

コード番号 エラーの説明

100 コントローラを使用できません。

101 このコントローラはRAIDをサポートしていません。

102 コントローラに関連付けられている物理ディスクがありません。

raidconfigのエラーコード
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表 2 raidconfigのエラーコード (続き)
コード番号 エラーの説明

103 無効なコントローラです。

104 無効なディスクです。

105 無効なRAIDボリュームです。

106 このRAIDレベルはコントローラでサポートされていません。

107 デフォルトのRAIDレベルはサポートされていません。

108 定義されたディスクは使用中です。

109 ディスク数が、このレベルに許可される数を超えています。

110 内部データの取得に失敗しました。

111 要求されたディスク数は、使用可能なディスク数を超えています。

112 実際のディスク数と要求されたディスク数の両方を定義することはできません。

113 このオプションはコントローラでサポートされていません。

114 ストライプサイズがコントローラに対して無効です。

115 サブアレイの数が無効です。

116 RAIDデータを取得できません。

118 RAIDの作成に失敗しました。

119 RAIDの削除に失敗しました。

120 ディスクが複数回定義されました。

121 ディスクは同じコントローラ上にある必要があります。

122 最大RAIDボリューム数が作成されました。

123 無効なRAID構成です。

124 このRAIDボリュームは使用中です。

125 不完全なRAID構成です。

126 内部データの書き込みに失敗しました。

127 このコマンドにはディスクを入力する必要があります。

128 このディスクは専用のスペアではありません。

129 このディスクはグローバルスペアではありません。

130 このコントローラは専用のスペアをサポートしていません。

131 このコントローラはグローバルスペアをサポートしていません。

raidconfigのエラーコード
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表 2 raidconfigのエラーコード (続き)
コード番号 エラーの説明

132 このコマンドにはディスクまたはRAIDボリュームを入力する必要があります。

133 定義されたディスクはRAIDボリューム内に存在しません。

134 読み取りキャッシュと書き込みキャッシュの両方を同じコマンドに設定すること
はできません。

135 インポートしてもRAIDボリュームまたはスペアを作成できませんでした。ディス
クが使用中の可能性があります。

136 このRAIDレベルではサブアレイオプションが必要です。

137 不完全なコマンドです。オプションが指定されていません。

138 要求されたディスク数が、同じ容量の使用可能なディスク数を超えています。

139 RAID構成に、要求されたRAIDレベルに必要なディスクが十分にありません。

140 RAID構成で、要求されたRAIDレベルに必要なディスク数が多すぎます。

141 ディスクは別のコントローラで使用中であると検出されました。raidconfig restore
または clearコマンドを使用してください。

142 スペアの数がコントローラで許容される最大数を超えています。

143 このコマンドは number-disksオプションをサポートしていません。

144 タスクタイプが無効です。

145 タスクタイプを定義する必要があります。

146 タスクタイプがディスクでのみ有効です。

147 タスクタイプがRAIDボリュームでのみ有効です。

148 このタスクでは、ディスクを使用中にすることができません。

149 このタスクでは、ディスクはRAIDボリューム内に存在する必要があります。

150 現在、コマンドを実行できません。

151 ソースディスクはRAIDボリューム内に存在する必要があります。

152 宛先ディスクはRAIDボリューム内に存在してはいけません。

153 ソースと宛先を同じディスクにすることはできません。

154 コントローラで外部構成が検出されませんでした。

155 RAIDボリュームにディスクを追加できません。

156 タスクを起動できません。タスクが「Startable Tasks」に表示されていることを確
認してください。

raidconfigのエラーコード
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表 2 raidconfigのエラーコード (続き)
コード番号 エラーの説明

157 タスクを停止できません。タスクが「Stoppable Tasks」に表示されていることを確
認してください。

158 無効なコマンドです。ファイル名はオプションの前に指定する必要があります。

159 ディスクのサイズはすべて同じにする必要があります。

160 このRAIDレベルではコマンドが無効です。

161 サブディスクのサイズはディスク容量よりも小さくする必要があります。

162 コントローラの構成を復元できませんでした。

関連項目:
■ 69ページの「raidconfigツールの使用」

ilomconfigのエラーコード
次の表に、ilomconfigのエラーコードを示します。

表 3 ilomconfigのエラーコード

コード番号 エラーの説明

50 BMCインタフェースに接続できません。

51 -usernameオプションがありません。

52 -passwordオプションがありません。

53 ユーザーはすでに存在します。

54 -communitynameオプションがありません。

55 指定されたコミュニティーはすでに存在します。

56 ユーザーは存在しません。

57 コミュニティー名は存在しません。

58 削除に失敗しました。

59 復元中に障害が発生しました。

60 変更するオプションを指定してください。

61 そのようなプロパティーはありません。

62 ユーザー名の長さが無効です。

ilomconfigのエラーコード
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表 3 ilomconfigのエラーコード (続き)
コード番号 エラーの説明

63 役割の値が無効です。

64 アクセス権の値が無効です。

65 パスワードの長さが無効です。

66 IP検出の値が無効です。

67 IPの状態の値が無効です。

68 IPアドレスが無効です。

69 自動DNSの値が無効です。

70 NTPの使用に関する値が無効です。

71 製品シリアル番号が現在のシステムと一致しません。

72 Oracle ILOMエラーが発生しました。

73 相互接続が無効になっているときは変更できません (enableコマンドを使用してくだ
さい)。

74 ILOMが内部 LANまで到達できません。

75 資格情報のエラーが発生しました。

76 「hostmanaged」が「false」に設定されているときは、相互接続を管理できません。

77 指定された資格情報を持つ LANによってリモート SPに接続できませんでした。

78 リモート接続では、指定されたコマンドは使用できません。

79 Oracle ILOMバージョンで LAN over USBがサポートされていません。

80 障害転送には ILOM相互接続が必要です。

81 障害転送の設定中に SNMPタイムアウトが発生しました。

82 ILOM SNMPを正しく構成できませんでした。

83 サービスプロセッサの構成が競合しています。解決策については、リリースノート
を参照してください。

関連項目:

■ 127ページの「共通のエラーコード」
■ 93ページの「ilomconfigツールの使用」

ilomconfigのエラーコード

133



fwupdateのエラーコード
次の表に、fwupdateコマンドのエラーコードを示します。

fwupdate list error-codes コマンドを使用して、エラーコードのリストを表示する
こともできます。詳細については、54ページの「listサブコマンド」を参照してく
ださい。

表 4 fwupdateのエラーコード

コード番号 エラーの説明

200 無効なデバイスタイプです。

201 無効なデバイスターゲットタイプです。

202 無効なデバイス IDです。\"fwupdate list all\"を実行して IDを確認してください。

203 コンポーネントのリセットに失敗しました。

204 コンポーネントでファームウェアのチェックに失敗しました。

205 コンポーネントでファームウェアのダウンロードに失敗しました。

206 指定されたコンポーネントと指定されたイメージタイプが一致しません。

207 更新の実行時にイメージファイル名を指定する必要があります。

208 指定されたイメージファイルを読み込めませんでした。

209 このコンポーネントタイプのリセットはサポートされていません。

210 指定されたコンポーネントタイプとデバイスタイプが一致しません。

211 更新するデバイスを指定する必要があります。

212 ユーザーによって更新がキャンセルされました。

213 ファームウェアのバージョン情報を使用できません。新しいファームウェアをア
クティブにするにはリセットが必要です。

214 バージョンの確認に失敗しました。

215 最終バージョンが開始バージョンと同じであるとレポートされています。更新に
成功した可能性があります。更新のドキュメントをチェックしてください。

216 ファームウェアのメタデータファイルで参照されるファームウェアファイルが見
つからないか、壊れています。

217 メタデータファイルが無効であるか、壊れています。

218 メタデータのエラーが発生しました。前提条件と優先順位の設定が競合していま
す。

219 電源管理オプションはプリアプリケーションでサポートされていません。

fwupdateのエラーコード
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表 4 fwupdateのエラーコード (続き)
コード番号 エラーの説明

220 電源管理オプションはポストアプリケーションでサポートされていません。

221 電源管理オプションはサポートされていません。

222 要求されないコンポーネントは使用できません。

223 バージョン情報を確認できません。XMLが指定されていません。

224 このホストではメタデータはサポートされていません。

225 ホストタイプを識別できませんでした。

226 有効なサブコマンドが必要です。

227 無効なオプションが入力されました。

228 リセットするデバイスを指定する必要があります。

229 XML出力を書き込むためにファイルを開くことができません。

230 メタデータXMLファイルが必要です。

231 無効な優先順位レベルが入力されました。

232 ファームウェアのメタデータXMLファイルを読み込めません。

関連項目:

■ 127ページの「共通のエラーコード」
■ 49ページの「fwupdateツールの使用」

hwmgmtcliのエラーコード
次の表に、hwmgmtcliコマンドのエラーコードを示します。

表 5 hwmgmtcliのエラーコード

コード番号 エラーの説明

242 HDLライブラリの初期化に失敗しました。

243 HDLライブラリコマンドでエラーが発生しました。

関連項目:

■ 127ページの「共通のエラーコード」
■ 113ページの「hwmgmtcliツールの使用」

hwmgmtcliのエラーコード
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zoningcliのエラーコード
次の表に、zoningcliコマンドのエラーコードを示します。

表 6 zoningcliのエラーコード

コード番号 エラーの説明

250 ストレージ管理ライブラリでエラーが発生しました。

251 ゾーン作成CLI SMPコマンドでエラーが発生しました。

252 サポートされていないプラットフォームでゾーン作成CLIを実行しています。

253 エクスパンダはゾーン作成をサポートしていません。

関連項目:

■ 127ページの「共通のエラーコード」
■ 119ページの「zoningcliツールの使用」

zoningcliのエラーコード
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